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例 言

l. 本書は、平成2年度に三重県教育委員会が日本道路公団名古届建設局から委託を受けて実施した、近畿自

動車道関• 伊勢線第 8次区間（久居～勢和）建設予定地内にかかる埋蔵文化財発掘調査（整理・報告書作成

業務） のうち、鳥居本遺跡（昭和62年度調査地区） の発掘調究報告書（第 3分冊の10) である。

2. 当該調奔業務にかかる費用は、 日本道路公団の全額負担による。

3. 遺物整理、報文執筆にあたっては、下記の方々からご指導• 助言を賜った。また広瀬和久、原正之の両氏

からは玉稿も賜った。記して謝意を表する。（順不同、敬称略）

木下正史（奈良国立文化財研究所飛烏藤原宮跡発掘調査部考古第二室長）

磯部 克（三重県立津西高等学校教諭）

広瀬和久（三重県農業技術センタ一環境部環境研究室室長）

原 正之（三咀県農業技術センタ一環境部環境研究室研究員）

4. 本情掲載遺跡については既に刊行している『きんき道調奔ニュースNo.16」 （三重県教育委員会・ 1988.3)、

『きんき道調査ニュースNo.21』（三重県教育委員会・ 1988.12)、『近畿自動車道（久居～勢和間）埋蔵文化財

発掘調介概報w」（三重県教育委員会・ 1988.3)、『近畿自動車道（久居～勢和間） 埋蔵文化財発掘調査概報

V』（三重県教育委員会・ 1989.3)等にその調査概要を公表しているが、本書をもって最終的な報告害とす

る。

5. 本害に収録した調査の記録類、出土遺物は口重県埋蔵文化財センターで保管している。

6. 本性に使用した遺構表示略記号は下記のとおりである。なお調査区は、本線部分と鉄塔部分（旧称中電部

分）からなっており、本線部分の遺構番号は既に公表した遺構番号すなわち l~11 についてはそのまま踏襲

し、 12以下を新たに付与した。鉄塔部分については既に公表した遺構番号に100を加えた数を遺構番号とし

た （例： SKl→ SKlOl)。また遺構実測図作成にあたっては国土調査法による第VI座標系を基準とし、 図面

上の方位は座標北を用いた。

SB 

SF 

竪穴住居、掘立柱建物

SK sx 

SE 井戸 SD 溝

焼土 土坑 方形周溝墓、方形周溝、円形周溝

7. 現地調査は宮田勝功が担当し、木許守が補助した。遺物実測は宮田勝功• 河北秀実・大川勝宏• 川崎正幸・

孝久由希子・釆野妙子・竹内由美• 上村かおり・楠純子• 松本春美・瀧川ひとみ・中村美智代• 前川友秀が、

トレースは近藤豊美• 北山美奈子• 河北秀実が、遺物写真は小林秀• 河北秀実が行った。執箪および編集は

河北秀実が担当した。

8
 
スキャニングによるデーター取り込みのため、

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。

若干のひずみが生じています。
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I. 前 言

1. 調査に至る経過

鳥居本遺跡は行政区画上は一志郡一志町大字小山

字鳥居ノ本および大字片野字八反田に所在する。昭

和48年に宅地造成計画での取り付け道路建設に伴う

分布調査によって発見された遺跡で、同年度に約800

面を対象に発掘調査が行われている。昭和48年度の

発掘調査では、弥生時代前期の土坑2基、中期の方

形周溝墓 l基、土坑5基、溝3条、後期の土坑2基、

溝2条、飛鳥時代の竪穴住居7棟、土坑4基、溝 l

条、室町時代の溝 3条を検出し、遺物も上記の各時
① 

代のものが出土している。

今回の発掘調査は近畿自動車道関•伊勢線第 8 次

区間（久居～勢和）建設に伴うものである。三童県

教育委員会文化課は昭和50年と同53年に近畿自動車

道建設予定地内における埋蔵文化財の分布調査を実

施した結果、一志町片野地内に所在する八反田遺跡

の範囲が道路建設予定地内にまで拡大することが確

認された。その後、八反田遺跡と鳥居本遺跡は遺物

の散布が連続的に繋がっていることが判明した。

なお『一志町史『でも、八反田遺跡と鳥居本遺跡

をまとめて鳥居本遺跡としているが、現状の地形に

より東から顛にA・B・Cの3遺跡に分けている。

鳥居本A遺跡は JR名松線以東の畑地で、八反田遺

跡にあたる地区である。弥生時代と飛鳥～奈良時代

の二時期の遺物が採集されている。近畿自動車道建

設に伴う今回の調査区はこのA遺跡のほほ中央であ

る。鳥居本B遺跡は JR名松線の西側の東西約250

m、南北約zoom程の範囲である。昭和48年度の発

掘調査区はここに含まれる。鳥居本C遣跡はB遺跡

の南西側の桑畑で、段丘の西端にあたり、小山集落

に北接する。土師器、須恵器、山茶椀が採集されて

いる。

本内では八反田遺跡と鳥居本遺跡を、すなわち上

記のA-C遺跡を総称して鳥居本遺跡として扱うこ

ととする。

2. 調査および整理の方法

近畿自動車道第8次区間における発掘調査遺跡の

内訳は第2表のとおりである。現地調査および資料

整理の基本的な方法については『近畿自動車道（久

居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告第 3分冊 l『に

示したので参照されたい。

鳥居本遺跡では、地区杭は原則に従い、南北方向

に数字を東西方向にアルファベッドを 4m毎に付与

した。また現場における遺構名は各グリッド毎に 1

から順に付与した。整理段階における遺構実測図と

遺物実測図およびピックアップ遺物の番号は第 1表

のとおりである。

3. 調査および整理の体制

(1)調査の体制

現場の発掘調査は、三重県教育委員会が主体とな

り、同事務局文化課が担当した。以下は、昭和62年

度の調査体制である。

文化財第二係長伊藤久嗣

技師新田洋

主事 山下雅春• 田中喜久雄・増田安生

田村陽一• 河北秀実• 宮田勝功

野田修久

臨時調査員木許守

室内整理員 谷久保美知代・近藤豊美

山本紀子・大西友子•野崎栄子

中谷とも代・東千恵子

山際みち子・孝久由希子

調査指導（順不同．敬称略）

八賀 晋（三重大学教授）

堅田 直（帝塚山大学教授）

水野正好（奈良大学教授）

遺跡番号 遺 跡 名 遺構実測図 遺物実測図

鳥居本遺跡（昭和62年度） 3-0001-0080 3-0001-0214 

3 3-0801-0900 

鳥居本遺跡（昭和63年度） 3-2001~2049 3-500]~5025 

第 1表 遺構実測図・遺物実測図整理番号一覧表

-1-



木下正史（奈良国立文化財研究所飛烏藤原宮跡発

掘調査部考古第二室長）

安孫子昭二（東京都文化課学芸員）

広瀬和久（三重県農業技術センタ一環境部環境研

究室室長）

原 正之（三重県農業技術センタ一環境部環境研

究室研究員）

磯部 克（三重県立津西高校教諭）

発掘調査土木工事部門担当

三重県土地開発公社

堀内信吾• 稲葉庄衛• 浜口安光・仲田辰実

(2)整理の体制

整理および報告青作成作業は、三重県埋蔵文化財

センターが担当した。以下は、平成2年度の整理お

よび報告書作成作業の体制である。

次長兼調査第 2課長 山澤義貴

調介第 2課主査新田洋

調査第 2課第 l係

主事 河北秀実・増田安生

齋藤直樹• 伊藤裕偉

角谷泰弘（伊勢市教育委員会から派遣）

稲本賢治（多気町教育委員会から派遣）

前川嘉宏（玉城町教育委員会から派遣）

技師大川勝宏

管理指導課

-2-

主事小坂宜広• 江尻健

臨時調査員 川崎正幸

室内作業員 反町螢子・釆野妙子・谷久保美知代

4. 調査経過

吉村道子・山分孝子・白石みよ子

乾ひとみ• 竹内由美・上村かおり

森田幸伸（皇學館大学学生）

近藤大典（皇學館大学学生）

昭和62年 5月から遺跡範囲確認のために第 l次調

査として道路建設予定地内で試掘調査を実施した。

その結果南北約200mの範囲において遺構、遺物を

確認したため、本調査を行うこととした。本調査区

は農道によって南北に分断されているが、昭和62年

度は農道以北の調査を実施した。また近畿自動車道

の建設に伴って移設される送電用鉄塔の移設用地に

ついても合わせて調査を行った。調査期間は同年 9

月24日から翌昭和63年3月7日まで、面積は合わせ

て6,400面である。

なお農道以南の本調査は昭和63年度に行ったが、

その内容については『近畿自動車道 （久居～勢和）

埋蔵文化財発掘調査報告 第3分冊5jで報告して

いる。

また平成元年度、一志町教育委員会によって、エ

場造成に伴って、隣接地で発掘調査が行われており、
⑤ 

奈良• 平安時代の遺構、遺物が確認されている。
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番号 遺 跡 名 所在地 調査面積(mり
調査期間

担当者 概 要
（元号は昭和）

1 小戸木遺跡 久居市小戸木町 192 計 62. 3. 3-3. 5 宮田勝功 遺構・遺物なし（試掘）

432 

240 62. 9 .20~9 .24 木許 守 ” （試据）

2 庄村遺跡 一志町庄村 304 62. 9 .14~9 .20 新田 祥 遺構なし・遺物微量（試掘）

3 鳥居本（八反田）遺跡 一志町小山、新沢田 8,900 62. 9 .24-63. 3. 7 宮田勝功 弥生中期方形周溝墓など検出

11,540 
小坂宜広2,640 63. 5 .16-7 .27 
河北秀実

飛鳥時代の井戸検出

4 西（野天花7号寺墳古墳群） 嬉野町天花寺 62.11. 9-11.31 新田 洋 （山林伐開）

3,400 
新田 洋哉 石1釧基 ・車輪石片出土、前期の古墳63. 5 .16-9 .28 
山崎恒

5 焼野（口山田）古墳 嬉野町島田 2,010 62.7.11~9.30 山下雅春 古墳核は畑寄（せによる盛士と判明
石出土試掘）

6 焼野（口山田）遺跡 嬉野町島田 3,500 62. 5 .11~8 .24 宮新田田 勝功洋 奈良時代の住居跡など検出

7 天保（天保B)遺跡A・B区 嬉野町島田 7,200 62. 5. 7-9. 4 田村陽一 平安時代の竪穴住居など検出

8 天保（一志西部）遺跡 C区 嬉野町島田 5,000 62. 5 .18~6.30 増田安生 奈良～平安時代の竪穴住居など検
出

， 天保（天保館跡）遺跡 D区 嬉野町島田 3,800 62. 7 .1-8 .12 増田安生 ” 
10 天（保含古、墳天群保遺跡E区） 嬉野町島田 5,390 62. 8. 5~63. 7 .12 田村 陽修一

野田 久
6世紀中ごろの横穴式石室墳など

11 堀之内遺跡 A区 嬉野町堀之内 1,450 62. 2 .23~3 .13 新田 洋 （側道部分の調査）

A区 ” 2,200 62. 5 . 6 -7 .16 河北秀実 古墳～平安時代の住居跡など検出

B区
” 

2,200 62. 7 .23-10. l 河北秀実 古墳～平安時代の溝なと検出

C区 薬王寺 5,400 14,250 62.9.1-63.3.19 増田安生 弥出生後期竪穴、平安の掘立なと検

D区
” 700 62.10.25-11.20 木許 守 古式土師器出土、ヤナ状遺構検出

C区下層 ” 1,900 63.5.18-8.13 田村陽一 縄文中・後・晩期の土器多数出士

400 62. 5 .20, 6 .29-7 .22 河北秀実 （調在区南端•北端部の試掘）

12 中尾遺跡 嬉野町薬王寺 93 62. 3. 4 河北秀実 （試掘）

600 

507 62. 5. 6 -6. 5 河北秀実 掘立柱建物3棟検出

13 東（峡遺跡 嬉野町薬王寺、下之庄 1,000 62.3.2~3.30 野原宏司 （山林伐開、表土掘削）
ビハノ谷古墳群）

13,000 
野木田 修久12,000 62. 5 . 19~8 .12 
許守

弥生式土器出土

14 女牛谷古墳群 嬉松野阪市町小薬野王町寺、 下之庄 4,031 61. 12.15-62. 2 .21 野原宏司 （山林伐開、第1次調査）

7,171 
野木許 守久# 3,140 62. 5. 7-7 .11 
山田下 修雅

後期の古墳群

15 平田遺跡 松阪市小野町 228 61. 2 .18-2 .24 田村陽一 遺構なし、遺物微量（試掘）

16 山見（下山見）遺跡 松阪市小阿坂町 224 60.11.12-11.20 野原宏司 遺構なし、遺物微量（試掘）

17 新田遺跡 松阪市小阿坂町 288 60.11.15~11.25 野原宏司 （試掘）

4,688 

4,400 60.12.27-61. 3 .25 野原宏司 縄文後期土器出土

18 垣（垣内内田古田墳遺跡群） 松阪市岩内町 428 60.11.26-12.12 野原宏司 （試掘）

5,500 6,528 60.12.27-61. 3 .25 吉水康夫 横穴式石室墳を主体とする古墳群

600 61. 6 .30-7 .30 野田修久

19 薮ノ下（岡崎古墳群）遺跡 松阪市岩内町 1,100 61. 3. 1~3 .25 田村陽一 （試掘）

2,500 
数良好な資料となる縄文後期士器多1,400 61. 6 .30~10. 3 田村陽一
出土

第2-1 発掘調査遺跡一覧表（太ゴチックは本書所収遺跡）
※調査総面積は151,715吋、たたし本調査面積に試掘調査面積が璽複する遺跡あり。
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番号 遺 跡 名 所在地 調査面積(m')
調査期間

担当者 概 要
（元号は昭和）

20 榎長遺跡 松阪市伊勢寺町 304 計 60.10.18-10.24 田村陽一 （試掘）

2,708 

2,404 60.11.26~61. 3 .18 河北秀実 奈良～平安時代の竪穴住居検出

21 平林古墳群 松阪市伊勢寺町 4,021 61. 6. 9~10. 3 新田 洋
石室を主体とする古墳群

河北秀実

22 横尾（西野）墳墓群 松阪市伊勢寺町、岡山町 5,500 60. 7. I -61. 2 .27 
田阪 仁

500基におよぶ中世墓群宮田勝功
8,000 

田中喜久雄功 後後期期小小型型方円墳墳（2横基穴式石室） 2基2,500 61. 5 .31-12.5 
宮田勝

23 さんざい林遺跡 松阪市西野町 176 60.10.25~10.26 田村陽一 （試掘）

24 大河内5号（坂東）古墳 松阪市笹川町 180 61. 7 .23-8 .19 野田修久
中世土器片微量。古墳にあらず
（試掘）

25 大河内城堀切 松阪市大河内町 600 62. 1. 5-2 .25 宮田勝功 中切世北畠氏の平山城大河内城の堀

26 上ノ広（森下池西方）遺跡 松阪市広瀕町 224 60. 3 .22~60. 3 .31 上坂村 安功i 生 （試掘）
1,360 

宮田田 勝

1,136 60. 7. 1~60.10.14 野田村原 陽宏一司
先士器末～縄文時代の石器多数出
士

27 大原堀（大原堀南方）遺跡 松阪市広瀕町 144 60.10.28~60.10.31 田村陽一 遺構、遺物微量（試掘）

28 花ノ木（山崎）遺跡 多気町牧 52 59.12.10 田村 陽政一 （試掘）
杉谷 樹

5,852 
田村 陽政一 弥墓生時代検中期竪穴住居、方形周溝5,800 60. 1 .28~60. 3 .26 
杉谷 樹 など出

29 浅間山北遺跡 多気町牧 44 
1,044 

59.12. 10 高村見 宜雄
田 陽一 （試掘）

1,000 60. 1 .28-60. 2 .23 田阪 仁 土師器細片、天目茶椀片出土

30 浅間山南遺跡 多気町牧 470 60. 3 .25~60. 3 .31 河瀕村 信幸
田 陽一

遺構片なし。遺物）微巖（弥生前期土
器 ） （試掘

31 牧瓦窯群 1 ・ 2• 3号窯 多気町牧 960 60. 7. 1~60.10.31 河田北中喜秀久雄実
奈良時代の瓦専用窯

4• 5·6• 8号窯 多気町牧・鍬形 1,160 60.11.30-61. 3 .25 田中喜久雄 1号・・・ •• 平窯

7号窯 多気町鍬形 200 61. 6. 9-61. 8 .15 野原宏司
2-8号・登窯

32 釈尊寺（中牧）遺跡 多気町鍬形 144 60.11. 1~60.11.12 田村陽一 （試掘）

l, 144 

1,000 60.12. 5-61. 2 .28 田村陽一 掘立柱建物検出、中世土器出土

33 下村A遺跡 勢和村丹生 88 59.12. 6~12. 8 増杉谷田 政安樹生 （試掘）

7,588 
碕+上瀬村水 康信安夫幸生 石鏃• 石匙•山茶椀・瓦器片等出7,500 60. 1 .28-3 .28 

士

34 F村B遺跡 勢和村丹生 44 59.12. 8-12. 9 増杉谷田 政安樹生 遺構・遺物なし（試掘）

35 菩谷遺跡 松阪市矢津町 740 61. 2 .27-3 .25 田阪 仁 （試掘）

5,440 
野原 宏修司 五輪伝塔なと出士。寺（養徳寺）跡4,700 61. 8 .20-62. 3 .18 
野田 久 の承に裏づけ。

36 鍬形（牧）中世墓群 多気町鍬形 520 61. 7. 1~9. 6 野原宏司 石組の中世墓13基検出

37 天神山古墳群 松阪市伊勢寺町、岩内町 1,750 61. 9 .20-ll.4 新田 洋 横穴式石室墳主体の古墳群

38 猾垣外遺跡 松阪市矢津町 1,676 61. 9 . 1 -10. 18 野原 宏修司
野田 久 鎌倉時代の掘立柱建物など検出

39 戸木（久保屋敷）遺跡 久居市戸木町 12,000 62. 9. I~63. 3 .31 山田中下喜雅久雄春 状中世遺構後半な掘ど検立柱出建物、 井戸、 士塁

40 ビハノ谷遺跡 嬉野町薬王寺 1,600 63.4.ll-5.ll 小坂宜広 柱古墳建時物検代竪出穴住居。鎌倉時代掘立

41 西野遺跡 嬉野町天花寺 古式土師器片出土（試掘）

2,473 63. 7 .12-8. 3 野田修久

北広遺跡 嬉野町天花寺 サヌカイト製尖頭器片出土（試掘）

※調査総面積は151,715面、ただし本調査面積に試掘面積が重複する遺跡あり。

第2-2表発掘調査遺跡一覧表
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]I. 位置と周辺の遺跡

高見山地の三峰山に源を発する雲出川は、その支

流波瀬川や中村川を合流しながら、伊勢平野を東流

し伊勢湾に注ぐ。鳥居本遺跡(l)は雲出川中流右岸

の中位段丘上に位置する。行政区画上は一志郡一志

町大字小山字鳥居ノ本および大字片野字八反田に所

在し、遺跡範囲は小山集落と姫路集落の間の水田お

よび畑地一帯で、東西約700m、南北約400mの拡が

りをもち、その標高は13-20mである。

以下、当遺跡の周辺すなわち雲出川中流域および

その支流中村川流域の遺跡を時代順に概観しておき

たい。

1. 先土器～縄文時代

先土器～縄文時代の遺跡としてはナイフ形石器や
R 

石鏃等の石器が多数採集されている下名倉遺跡(2)

や、先土器～縄文草創期の石器が採集されている田
⑦ 

尻上野遺跡(3)を挙げることができる。

第2図遺跡分布図 (1: 50,000) 
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発掘調査が行われた縄文時代の遺跡には、早期の
R 

落とし穴遺構が検出された馬ノ瀬遺跡(4)、中期の
⑨ 

土器が多数出土している針箱遺跡(5)、晩期の竪穴

住居2棟と 4基の合口甕棺墓が検出された蛇亀橋遺
⑩ 

跡(6)等がある。

3. 弥生時代

弥生時代になると当地域では鳥居本遺跡・片野遺

跡・下之庄東方遺跡の拠点的集落が形成される。時

期は三遺跡とも中期が中心である。
⑪ 

島居本遺跡の東に近接する片野遺跡(7)では、中

期中菓の竪穴住居6棟と、中期前葉の方形周溝墓 l

基、土坑墓の可能性をもつ多数の士坑、溝等が検出

されている。遺物は中期中葉のものが多く出土して

いる。
⑫ 

中村川右岸の下之庄東方遺跡(8)では前期から後

期までの造構がみられるが、とりわけ中期前葉から



後期後葉にかけての方形周溝墓が36基、土坑墓の可

能性をもつ土坑が確認されており、弥生時代の墓域

であったと考えられる。住居址は検出されていない

が、住居域は近くに存在するものと思われる。遺物

も各時期のものが多量に出土している。
⑬ 

、エ「：出川左岸に位置する長持元屋敷遺跡 (9)では方

形周溝状遺構 l基、竪穴住居2棟が検出されている。

方形固溝状遺構は前期、竪穴住居の l棟は弥生時代

終末欠山期とされている。
⑭ 

また鳥居本遺跡の北西に近接する唐木垣内遺跡

(10)では弥生時代と思われる土器が、さらに北1.5km
⑮ 

の貝鍋遺跡(11)でも弥生土器片がそれぞれ採集され

ている。

4. 古墳時代

古墳時代になると、鳥居本逍跡の西方から南方に
⑯ 

かけての丘陵地帯には中野山古墳群(12)、西出山古
⑱ ⑲ 

墳扉(13)、ピジリ谷古墳群04)、片野池古墳群 (15)、
⑳ ⑳ 

馬ノ瀬古墳群(16)、西野古墳群 (17)、清水谷古墳
01 

群(18)等多くの古墳が築造されていく。さらにその

-7-

墳扉(19)、上野山古墳轟(20)、上野山狐塚古墳扉(2

1)等がみられる。この丘陵一帯が総計300基を越え

る大古墳群となっている。

集落跡には、 25棟の竪穴住居等が検出された片野

遺跡、 84棟の竪穴住居が検出された下之庄東方遺跡

等がある。

5. 飛鳥• 奈良• 平安時代

飛鳥から奈良時代にかけては、当地域では、裔寺
⑮ 

廃寺(22)、天花寺廃寺(23)、一志廃寺(24)、嬉野廃
⑰ ⑳ 

寺(25)、上野廃寺(26)、八太廃寺（斑光寺跡） (27) 

等多くの古代寺院が建立されていく。

天花寺廃寺の発掘調査では塔跡と金堂跡が確認さ

れ、遺物は 7世紀後葉.8世紀前葉の土器・瓦等が

出土している。

奈良時代前期の創建とされている斑光寺は大形の

掘立柱建物を多数検出し、瓦、土器が出士している。

一方、集落跡も数多くみられる。

片野遺跡では、奈良～平安時代の竪穴住居2棟と



3棟、井戸 l基、土坑16基等、平安時代後期の掘立

柱建物8棟、柵列 3条、土坑2基等、平安時代末期

の井戸 2基、土坑8基等を検出している。出土遺物

には飛鳥～奈良時代の内面に暗文をもつ土師器が多

量に出土しており、律令体制下における畿内との強

いつながりを示唆している。

雲出川左岸では、奈良時代の竪穴住居13棟を検出

した長持元屋敷遺跡、奈良時代の掘立柱建物4棟を
⑳ 

検出した牧遺跡(29)を挙げることができる。

中村川右岸の下之庄東方遺跡では奈良•平安時代

の掘立柱建物23棟以上と柵列、井戸等が検出されて

いる。

中村川左岸の台地上には飛鳥～奈良時代の竪穴住

ミ

100/ 
第4図 発掘区位置図 (1: 2,000) 

＇ 
10 

11 

⑪ 

居、掘立柱建物が検出された焼野遺跡(30)、飛鳥～

平安時代にかけての竪穴住居、掘立柱建物が検出さ
⑫ 

れた天保遺跡(31)、奈良時代後半から平安時代の竪

穴住居、平安時代後半の掘立柱建物検出されている
⑬ 

上野垣内遺跡(32)がみられる。

6. 鎌倉• 室町時代

この時代で発掘調査された遺跡には、鎌倉から室

町時代の掘立柱建物 8 棟• 井戸等が検出されている

片野遺跡、室町時代の屋敷地と 7基の墓坑と考えら

れる土坑を検出している長持元屋敷遺跡がある。

他に鎌倉時代の遺構・遺物が確認されている遺跡

には下之庄東方遺跡、平生遺跡等がみられる。
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皿層序および遺構

1. 層序

調査区の基本的層序は、第 I層：暗褐色土7.5YR

3/4 (表土）または暗赤褐色土5YR3/2、第1I層：

極暗褐色土7.5YR2/3または黒褐色土7.5YR3/l、

第1]]層：黒色土（黒ボク・遺物包含層）lOYR2/l、

第W層：黄褐色士10YR5/4または暗褐色土5YR3

/1 (地山）である。

2. 遺構

遺構検出面の標高は13.7-15.4mである。最も託

い所は西側中央部から南西部にかけてである。ここ

から東側中央部に向かって尾根状に張り出しがみら

れ、東側中央部での標高は14.9mである。この尾根

状の張り出しから北側と南側に向かっては緩やかに

傾斜しており、北側での標高は13.7m、南側での標

高は14.4mである。

検出した遺構は弥生時代、飛鳥～平安時代、鎌倉

～江戸時代の三時期に大別できる。遺構埋土は黒色

土のものと、黒色土と黄褐色土の混合土のものがみ

られる。埋土が黒色土の遺構の切り合いについては

肉眼観察では困難を極めた。

(1)弥生時代の遺構

A. 竪穴住居

SB4のl棟検出したのみである。規模等につい

ては第3表のとおりである。出土遺物は石鏃 (l)

の他、少量の弥生土器がみられた。

B. 方形周溝墓

調査区の北東部で2基検出された。

SXl 周溝の平面形は四隅がすべて切れるもの

で、外辺は13.3mX9.8mである。盛土、および主

体部は検出されなかった。周溝は北西周溝が長さ6.8

m、幅1.2m、深さ0.4m、北東周溝が長さ5.9m、幅

1.7m、深さ0.4m、南東周溝が長さ9.2m、幅l.Om、

深さ0.6m、南西周溝が長さ5.4m、幅1.2m、深さ0.2

mである。各溝の断面の形は船底形をしている。

南東周溝の南端近くから大型の甕 (16) が、中央

部から受口口縁壺 (14) と口縁部を欠いた壺 (15)

が出土した。北東固溝からは北端から大型の細頸壺

(5) が、中央付近から中型の細頸壺 (2) が出土

した。
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ただし、大型の細頸壺 (5)が、出土している北

東周溝北端は方形周溝墓ではなく、全く別の遺構で

ある可能性もある。

SX2 東半が調査区外に延びるため、西半のみ

の調査となったが、西半部も後世のSD95・96・98 

等の溝に切られており、残存はあまりよくない。平

面形は北西隅に陸橋部をもつもので、南北の外辺は

約14mである。盛土、および主体部は検出されなかっ

た。周溝の幅は1.0-2.7m、深さは0.5mである。

北周溝からはほぼ完形の壺 (27) と広口壺 (30)

が、また(25・26) は、破損状態で出土した。

c. 土坑
弥生時代の土坑は52基検出した。規模等について

は第4表のとおりである。

弥生時代の土坑は、調査区北部の方形周溝周辺と

調査区南西部にみられるが、特に南西部に集中して

いる。土坑の平面形態は、①長さ 2-5m程の細長

い形状をするもの、②楕円形を呈するもの、③長方

形を呈するもの、④円形を呈するもの、⑤不定形な

もの、の 5種類に分けた。これらの土坑には、埋土

中に焼土塊と炭化物を伴う層が認められるものが何

基かみられた。

なお土坑SKl3は、その両端が後世の攪乱により

破壊されているが、その形状と遺物の出土状況がS

X l・2に似ていることから方形周溝墓の可能性が

ある。

(2)飛鳥～平安時代の遺構

A. 竪穴住居

SB 6・77-79の4棟である。 SB6は飛鳥時代、

他の 3棟の詳細な時期は特定できない。規模等につ

いては第 3表のとおりである。

SB6は東壁中央にカマドを敷設しており、カマ

ド焼土内より支柱石と散在した状態で土師器甕片が

出土した。遺構埋土からは土師器杯・皿が出土して

いる。

B. 掘立柱建物

掘立柱建物は17棟検出したが、各建物の規模等は

第5表のとおりである。

SB9は、東西6間、南北3間以上の総柱建物で
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あるが、南東隅に土坑SK29を伴う。柱痕跡は10箇

所の柱穴で確認したが、その直径は10-20cmである。

出土遺物によりおおよその時期を比定できるのは

4棟だけで、 SB83・90が奈良時代、 SB9・87・ 

88が平安時代である。他の13棟は出土遺物が全く無

いか、古墳時代以降の上師器・ 須恵器等の小片で、

出土遺物により時期を比定することは困難である。

しかし遺物包含層出土遺物は、奈良時代のものと平

安時代のものが多いことから、掘立柱建物はこの時

期と考えるのが妥当であろう。

c. 井戸
井戸は 4基検出している。

SE7 平面形は長径1.5m、短径l.Omの楕円形

で、深さl.lmである。埋土からは奈良または平安

時代の土器の小片が出土している。

S ElO 径2.5m程の円形で，深さ2.4mである。

深さ2.0mから下は一辺0.8m程の隅丸方形になって

おり、井戸枠の掘形と思われる。埋土からは平安時

代の土器の小片と井戸枠の残片と思われる木片が数

点出土している。

SEll 径2.5mの円形で、深さは2.4mである。

深さ2.2mから下は径0.6m程の円形になっており、

井戸枠の掘形と思われる。埋土からは平安時代の土

器のが出土している。

S£105平面形は一辺約1.5mの方形で、底は一

辺約0.4mの方形、深さは2.2mである。井戸枠の板

材と思われる木片が3点出土している。土師器沐(173)

のほか、底面直上から土師器甕(174)が出土した。

D. 周溝遺構

SX5 調査区中央、やや東よりに位置する方形

周溝で、外径はlOX9 mで、溝の幅は l.l-2.3m、

深さ0.5mであるが、南東周溝の中央と北東周溝の

北寄りでは約1.5mの間、溝幅が0.5mと狭くなって

いる。周溝の底は凹凸がある。周溝の土層断面には

台状部から周溝底面に向かって流れ落ちた層がみら

れ、本来は盛土があったものと考えられる。出土遺

物は、奈良時代の須恵器蓋(150) と平安時代のI火釉

陶器(151)等であるが、 (151) は遺構の埋没期を示

すもと考えたい。

SX8 調杏区西端の南寄りに位置する円形遺構

である。外径約lOmで、南に陸橋部をもっており、

-13-

東は後世のSD99に切られ、西は調査区外である。

盛土は検出されなかった。周溝の幅は0.8-1.Sm、

深さは最深部で0.5mである。出土遺物は弥生土器、

土師器、須恵器等の小片で、遺構の時期を決定する

ことのできる遺物は奈良時代と思われる須恵器片だ

けである。

E. 焼土

S F69 0.8X0.3mの範囲で、厚さ0.2m程の焼

土を検出した。出土遺物は土師器ミニチュア土器

(175)・椀 (176)・ 皿(177・178)・甕 (179)である。

F. 土坑

当該時期の土坑はSK20・21・25・28・29・31・ 

32・40・41の9基を検出した。各々の土坑の規模等

については第4表のとおりである。

(3)鎌倉～江戸時代の遺構

A. 溝

主な溝はSD95-100の6条を検出した。各々の

溝の詳細については、第 6表の通りであるが、 SD

95-97・99・100は直線状、 SD98は「コ」の字状

を呈しており、これらの溝の方向は、 Nll-14゚ W、

またはそれにほぼ直交するN76-84゚ Eである。

S D99が、南隣りの昭和63年度調査区のSD2ま

たはSD3につながる可能性は、既に指摘されてい
⑭ 

るとおりである。

いずれの溝も埋土からの出士遺物は、少なくかつ

小片ばかりで、遺構の時期決定は困難であるが、鎌

倉～江戸時代の遺構であろう。

B. 土坑

S K76 調査区の南東で検出したもので、 6.3X2.

Om以上の大型の土坑である。埋土から室町時代以

降の遺物が出土している。

(4)時期不明の遺構

A. 土坑

SK 16・19・30・47・58・64・65・69の8基につ

いては、出土遺物が皆無または少鍼であるため時期

不明とした。なお規模等については第4表のとおり

である。



遺構 規模 (m) 面積 深さ 長軸方向 カマ ド 出土遺物 時代 備 考

（面） (cm) （発掘時遺構名）

SB4 6.6X4.6 (30.36) 10 N29゚ E 不明 石鏃 (1)、弥生土器 弥生時代 B37 SB1,B38 SBl 

SB6 2.5X2.4 6.00 5 Nl6゚ E 東辺 ・60X60cm 土師器（杯・甕）須恵器小片 飛鳥時代 G39 SBl 

SB77 4.0以上X3.9 15.6以上 10 N66゚ W 北辺 弥生、土師器甕、須恵器小片 古墳時代以降 B30 SB4,B31 SB2 

SB78 4.4X3.7 16.28 10 N69°E 北辺・ 径60cm 弥生、土師器小片 古墳時代以降 F36 SB1,G36 SBl 

SB79 2.6以上X2.0 5.2以上 5 N8°W 不明 土師器甕 古墳時代以降 E38 SB4 

第3表竪穴住居一覧表

遺構 平面形 長さ 幅 深さ 出 土 遺 物 時代 発掘調介時遺構名

(m) (m) (m) 

SK3 楕円形 2.5 1.6 0.5 弥生土器壺(34-37)・ 高杯(38)・甕(39-48) 弥生時代 D37 SK4 

SK12 細長い 5.0 1.1 0.2 弥生土器壺(60) 弥生時代 Jl6 SKl 

SK13 細長い 4.8以上 1.5 0.7 弥生土器壺(49-54・56-58)・ 水差形土器(55)・甕(59)弥生時代 Gl7 SKI,Gl8 SKI 

SK14 細長い 2.2 0.8 0.2 弥生土器 弥生時代 Kl8 SKI 

SK15 楕円形 1.8 1.0 0.3 弥生土器壺(61) 弥生時代 L19 SK2 

SK16 長方形 1.8 1.0 0.1 遺物なし 不明 Kl9 SKl 

SK17 長方形 1.1 0.9 0.2 弥生土器 弥生時代 L20 SKI 

SK18 細長い 3.1以上 0.8 0.4 弥生土器 弥生時代 K20 SK2 

SK19 不明 2.0 不明 0.2 遺物なし 不明 L21 SKZ 

SK20 円形 径1.8 0.4 弥生土器(64) 平安時代 J21 SKZ 

SK21 楕円形 1.1 0.9 0.2 土師器片 奈良～平安 J21 SK3 

SK22 不定形 1.9 1.5 0.4 弥生土器 弥生時代 C23 SKl 

SK23 楕円形 1.6 1.1 0.2 弥生土器甕 (62・63) 弥生時代 C23 SKZ 

SK24 不明 2.1以上 1.9 0.2 弥生土器 弥生時代 K23 SK2 

SK25 不明 1.1以上 0.6以上 0.2 土師器・須恵器（？）片 古墳～平安 I24 SKl 

SK26 円形か？ 径1.8 0.2 弥生土器 弥生時代 K24 SKZ 

SK27 長方形 1.1 0.8 0.5 弥生土器 弥生時代 C25 SKl 

SK28 長方形 1.0以上 0.9 0.3 土師器・ 須恵器片 古墳～平安 B28 SKZ 

SK29 長方形 2.2 1.4 0.1 土師器• 山茶碗片 平安時代 IZ8 SKl SB9の南東隅

SK30 細長い 2.1 0.5 0.2 小片 不明 D30 SKI 

SK31 三角形 2.9 2,8 0.4 土師器皿 (180)・甕 (181)、須恵器杯(182)・壺 (183) 奈良時代 D30 SK2 

SK32 楕円形 1.8 1.4 0.2 土師器杯(184)・甕、須恵器片 奈良～平安 E30 SKl 

SK33 不明 不明 不明 0.2 弥生土器壺(65)・ 高杯(66)・甕(67) 弥生時代 A31 SKl 

SK34 長方形？ 1.5以上 0.8 0.3 弥生土器壺(79-81)・ 高杯(82)・蓋(83・84)・甕(85-88)弥生時代 B31 SK3 

SK35 長方形 2.4 0.9 0.6 弥生土器壺(68-70)・裔杯(71)・蓋(72)・甕(73・74) 弥生時代 B31 SK1,C31 SKZ(l?) 

SK36 長方形 1.0 0,8 0.1 弥生土器 弥生時代 B32 SKl 

SK37 楕円形 1.3 0.7 0.6 弥生土器甕(75・76) 弥生時代 B3Z SKZ 

SK38 楕円形 1.0 0.7 0.2 弥生土器 弥生時代 D32 SKl 

SK39 長方形 1.5 1.1 0.5 弥生土器壺(77) 弥生時代 G31 SKl 

SK40 長方形 l 7 0.6 0.1 土師器椀 古墳～平安 J32 SKl 

SK41 長方形 0.9 0.7 0.1 土師器、須恵器片 古墳～平安 I34 SKl 

第4-1表土坑一覧表
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遺構 平面形 長さ 蝠 深さ 出 土 遺 物 時代 発掘調介時遺構名

(m) (m) (m) 

SK42 細長い 3.0 1.9 0.6 弥生土器壺(89-94)・ 高杯(95・96)・ 蓋(97・98) 弥生時代 C35 SK1,B36 SK2 

・甕(99・105)、石鏃(106)

SK43 不明 2.0以上 0.4以上 0.2 弥生土器 弥生時代 C35 SK3 

SK44 不明 0.4 弥生土器 弥生時代 A36 SK2 

SK45 細長い 2.3 0.8 0.3 弥生土器（多量）、＊（須恵器 l片） 弥生時代 C36 SK2 

SK46 細長い 2.9 1.0 0.2 弥生土器 弥生時代 G36 SK2 

SK47 楕円形？ 2.0 0.8以上 0.4 遺物なし 不明 G36 SK3 

SK48 長方形？ 1.7 1.0 0.2 弥生土器 弥生時代 B37 SK3 

SK49 不定形 1.5 0.8 0.2 弥生土器 弥生時代 E37 SK5 

SK50 長方形 1.4 08 0.3 弥生土器 弥生時代 I37 SKl 

SK51 楕円形 l l 0.5 0.5 弥生土器壺(78) 弥生時代 A38 SKl 

SK52 細長い 3.7以上 1.2 0.3 弥生土器 弥生時代 B38 SKZ (SDZ) 

SK53 楕円形 1.1 0.7 0.3 弥生土器 弥生時代 C38 SK2 

SK54 長方形？ 0.9 1.0 0.1 弥生士器 弥生時代 C38 SK3 

SK55 楕円形 2.1 1.2 0.4 弥生土器 弥生時代 E38 SK5a 

SK56 楕円形 1.5 0.9 0.4 弥生土器 弥生時代 E38 SK5b 

SK57 不明 1.3 0.9 0.3 弥生土器 弥生時代 E38 SK5c 

SK58 不定形 1.6 1.5 0.2 遺物なし 不明 F38 SK3 

SK59 不定形 2.2 1.4 0.4 石槍、弥生土器 弥生時代 G38 SKl 軍複か？

SK60 細長い 3.0 1.0 0.5 弥生土器 弥生時代 I38 SKl 

SK61 長方形 3.2 1.1 04 弥生土器 弥生時代 E39 SK4 

SK62 円 径l3 0.2 弥生士器壺(107)・ 甕(108) 弥生時代 F39 SK3 

SK63 細長い 3.5 0.7 03 弥生土器 弥生時代 G39 SK2 

SK64 正方形 0.8 0.2 土師器甕(187) 平安時代 L39 SKl 

SK65 長方形 1.8 0.7 0.3 遺物なし 不明 L39 SK3 

SK66 楕円形 1.4 0.6 0.5 弥生土器甕(109) 弥生時代 E40 SKl 

SK67 不明 1.5以上 0.4以上 0.5 弥生土器甕(110) 弥生時代 L41 SK3 

SK68 細長い 2.4以上 0.9 0.6 弥生土器壺(lll-ll6)・ 甕(ll7-ll8) 弥生時代 A42 SKl 

SK70 長方形 1.3 1.1 0.3 弥生士器 弥生時代 B42 SKl 

SK71 楕円形 2.2 1.2 0.4 弥生土器 弥生時代 B42 SK2 

SK72 長方形 2.1 1.1 0.5 弥生土器 弥生時代 H42 SKl 

SK73 不明 1.1以上 0.7 0.2 弥生ナ器壺(119-120)・ 甕(121) 弥生時代 H42 SD2(SK2) 

SK74 細長い 28 1.0 0.2 弥生土器 弥生時代 144 SKl 

SK75 不定形 1.8 1.0 0.1 弥生土器甕(122・123) 弥生時代 J44 SKl 

SK76 方形？ 63 2.0以上 0.2 士師器、須恵器、山茶碗、陶器小片 室町以降 M45 SKl 

SKlOl 楕円形 1.3 09 0.3 弥生土器 弥生時代 T29 SKZ (中電SKl) 

SK102 長方形 1.6 0.6 0.2 弥生土器 弥生時代 T29 SK3 (中電SK2)

SK103 細長い 1.6以上 0.7 0.4 弥生土器 弥生時代 T31 SKl (中電SK3)

SK104 細長い 2.2以上 0.7 0.5 弥生士器壺(124・125)・ 甕(126・127) 弥生時代 T29 SK4 (中電SK4)

第4-2表土坑一覧表
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桁行 梁行 柱間寸法 (m) 備

遺構 規模（間） 棟方向 出士遺物（時代） 柱穴圧t名
(m) (m) 桁 行 木i刃、 行 考

SB9 6 X 2以上 N79°E 13.4 4.2 2 l +2.1 +2.4+ 2.1等間 土師器甕．杯等小片、 E28P3,F28Pl.P3,H28Pl. 

以上 2 4+2.4+2.4 llJ茶碗小片（平安） P2,F29Pl,H29Pl.PZ 

SBSO 3以上xz N40°E 4.2 4.2 l 4等間 2 l等間 土師器小片 Nl8Pl 

以t 以上 以t （不明）

SB81 2以 f-.X2 N 7°W 不明 3.6 1.5+ ... 1.8等間 土師器小片 M20Pl 

（不明）

SB82 3 X 2 N47°W 4.5 2.4 1.5等間 l 2等問 土師器小片 K20P3 

（不明）

SB83 2 X 2 N 7°W 42 3.6 2.1咎間 1.8咎間 土師器甕・杯咎小片、 l22Pl.P2,J23Pl.P3 

須恵器杯底部（奈良）

SB84 3 X 2以上 N 6°W 5.1 1.9 1.7等間 1.9+ ... なし

以上

SB85 ］以ートX2 N 6°W 11 3.0 1.1+・.. 1.5咎間 土師器、須恵器小片 N23Pl P2 総

以上 （不明）］柱 柱

SB86 3 X 2 Nl7°W 4.5 3.4 1.5等間 1.7尊間 土師器、須恵器小片 J26Pl,K26Pl P2 

（不明）

SB87 3以上X3 N25゚ W 5.0 6.1 1.6+ 1.6+ 1.8+ 1.5+ 1.8+2.8 土師器甕等小片、 C28Pl.P2,A29Pl, 

以上 ... 須恵器小片（平安） B29P2,C29Pl,B30Pl 

SB88 3 X 2 N83゚ E 4.8 4 2 1.6等間 2.1等間 土師器甕(159)・ 杯小 E35Pl-4,F35Pl.P3, 

片 （平安） E36P4.P6,F36P3 

SB89 4 X 2 N 7°W 6.7 4.0 2.0+ 1.6+ 1.4+ 2.2+ 1.8 土師器甕小片（不明） E35P6,E36P5.P7, 

l 7 D37P2 

SB90 3 X 2 Nl2°W 5.4 44 l 8等間 2.2等間 土師器杯(160・161)・ 皿062 N38Pl.P2,L39P2, 

・163)・甕小片（奈良） M39Pl. P2, 

SB91 3 X 2 N86°E 5 l 3.6 1. 7等問 1.8砕間 土師器甕咎小片 D38P2.P5,F38P2,E39P2, 

（不明） F39Pl, 

SB92 4 X 3 N74゚ E 72 4.4 2 0+1.6+ 1.8+ 1.5+ 1 3+ 1.6 土師器杯・ 甕等小片 B38P4,C38Pl,A39Pl 

1.8 (I 2+ 1.6+ 1.6) （不明）

SB93 3以上X3 N79°E 10 0 7.2 身舎2.2+・ ・ ・ 身舎2.4衿間 土師器甕絆小片、 B39Pl,B40Pl.P2. 北面・

庇2.4 庇2.4 須恵器小片（不明） C40P3, B41P3 東面廂

SB94 4 X 2 N84゚ E 6.0 38 1.5等間 (1.2 1 9等間 士師器小片 G40Pl 

+ 1.5+ 1.5+ l.8) （不明）

SB 3以上Xl N24゚ W 4.4 1.8 1.7+ 1.4+ 1.4+ 1.8+ .... 土師器小片 U30Pl 総柱

106 以上 以上 以上 . . . . （不明） 中電SB6

第 5表掘立柱建物一覧表

遺構名 長さ 輻 深さ 方向 出土遺物 時代 備考（発堀時遺構名）

(m) (m) (cm) 

SD95 18以上 0.5-1.2 5 -20 Nll゚ W 土帥器、陶器 近世以降 L14SDl,L15SDl 

SD96 19以上 0.6-1.l 20-50 N84'E 須恵器、山茶碗(217) 平安以降 Ll6SDl,Ml6SDl 

SD97 16以上 0.4-1.1 15-30 N84゚ E 須恵器、陶器、瓦(223) 中世以降 I l 7SD l,J l 7SD l,K l 7SD l 

SD98 93以上 0 4~l.l 10-50 N82°E 土師器、須恵器、陶器天目 (222) 中世以降 L17SD1,Ll8SD1,Ll9SD1,L21SD1, 

Nl2°w ．鉢(221)、瓦 L22SD1,K23SD,1,L27SD1 

SD99 72以上 0.7-1.7 30~60 N 14゚ W 土師器、須恵器、山茶碗(218・ 近世以降 B26SD1,B27SD1,B28SD1,B29SD1, 

219)、陶器灰釉、瓦、五輪塔 B30SD4,C31SD2,C32SD1,C33SD1, 

(224)、近世陶器 C34SD2, C36SD5, C38SD6, D39SD2, 

D40SD1,D42SD1 

SDlOO 38以上 1.0-1.5 25-45 N76゚ E 土師器、須恵器、陶器、円面硯 中世以降 L41SDl,M41SDl 

(216) 

第 6表溝一覧表
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N. 遺 物

1. 弥生時代の遺物

方形周溝墓、土坑、遺物包含層等から弥生土器壺．
⑮ 

水差形土器・鉢• 蓋・甕、土製円盤、石斧、石鏃、

スクレーパー、磨石等が出土している。個々の遺物

の特徴等については、第 7表のとおりである。

2. 古墳～平安時代の遺物

掘立柱建物、竪穴住居、井戸等から士師器壺．椀．

杯・皿・甕、須恵器杯・蓋、灰釉陶器、山茶碗、陶

硯等が出土している。出土量としては奈良時代と平

安時代のものが比較的多い。個々の遺物の特徴等に

ついては、第 7表のとおりである。

特殊遺物としては、円面硯(216)、墨書土器(198・

199)が挙げられる。墨書土器はいずれも土師器坪の

底部外面に墨害されたものである。 (198) は「令J

または「会」である。 (199) は判読が難しいが、ニ

字であれば「何人」または「河人」、一字であれば
⑯ 

「賽Jまたは「厨」などの可能性が考えられる。

3. 鎌倉時代以降の遺物

溝SD95~100から山茶碗、陶器鉢、陶器天目茶

碗、瓦（軒丸瓦）、五輪塔（空風輪）などが出土し

た。

4. 時期不明の遺物

砥石 (225~227) が 3 点出土した。いずれも遺物包

含層出土である。

V. 結

1. 弥生時代の遺構について

弥生時代の主な遺構は、竪穴住居 l棟、方形周溝

墓2基、土坑53基である。

方形周溝墓はSXl・2の2基でともに調査区の

北東部に位置する。時期はともに中期後葉と考えら

れる。

土坑は、調査区北部の方形固溝墓周辺と調査区南

西部にみられるが、特に南西部に集中している。こ

れらの土坑の時期は出土遺物から判断すれば、 SK

15・75が中期前葉、 SK68が中期前葉から中葉、 S

K 3・13・33・34・35・37・39・42・51・62が中期

後葉と考えられる。弥生時代とした他の土坑は出土

遺物が少なく明確な時期は、判断しがたいが、その

多くは中期と考えてよいであろう。

これらの土坑は埋土からは骨片等を検出していな

いが、出土土器のなかには底部または胴部下半に穿

孔がみられるものもあり、土坑墓の可能性が高いと

考えられる土坑もある。方形固溝墓および土坑の埋

土は土壌分析を行ったが、そのほとんどから濃度の

高いカルシウム、リンが検出され、人骨等の含有が

推察された。詳しくは付編を参照されたい。

今回の調査区では北から南へ、すなわち河岸段丘

上の縁端部から内側にむかって、方形周溝墓、土坑、
⑰ 

竪穴住居という順に配置されている。段丘上あるい

語

は台地上に立地する遺跡で、墓域が縁端部に、住居

域がその内側に展開すると考えられている三重県下

の遺跡には、住居跡が未検出の遺跡も含めれば、金
⑱ ⑯ ⑩ @ 

剛坂遺跡、花ノ木遺跡、片野遺跡、永井遺跡、東庄
⑫ @ 

内B遺跡、下之庄東方遺跡等がある。鳥居本遺跡の

場合、竪穴住居はSB4のl棟だけでしか検出して

おらず、どのような「集落」であったかを判断する

ことは困難である。

2. 弥生時代の遺物について

弥生時代の遺物は、前期から中期のものが出土し

た。前期第I様式新段階の遺物には、包含層出土で

はあるが、壺(137)がみられる。中期第II様式の遺

物には、 SKl5出土の壺(61)、SK75出士の甕(122・

123)等がみられるが、その量はあまり多くはない。

中期第W様式すなわち凹線文の出現する時期は、今

匝の調査区の中心となる時期である。この時期の遺

物には方形周溝墓や土坑から出土した土器が多量に

あり、とりわけSXl・2、SK3・13・34では完

形の壺．甕等、良好な資料が出土している。

これらの第W様式の土器には、畿内的な要素をも

つものと、在地的なものがみられる。畿内的なもの

としてはSXl出土の壺 (2-5)、甕 (16)、sx

2出土の壺 (17・28-30)、SK3出土の壺 (35-

37)・ 鉢 (38)、SKl3出土の壺 (54)、水差形土器
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(55)、SK34出土の壺 (79-81)などが挙げられる。

(17) は、頸部～胴部上半にかけて簾状文、直線文

を施こした後、その文様をハケで徹底的に消してお

り、他の壺に比べ、特異な調整である。在地的なも

のにはSX l出土の壺 (14・15)、SX2出土の壺

(25・26)、SKl3出土の壺 (50・51) などが挙げ

られる。また東海的な要素と畿内的な要素の両方を

もつものにSX2出土の壺 (27)がある。

S Kl3出上の水差形土器(55)は畿内的な要素をも

つ土器であるが、三重県下での類例は少なく、伊賀地
＠ 

方では名張市辻垣内遺跡E地区の竪穴住居SBl2、
⑮ 

同市下川原遺跡の竪穴住居SBlO、同市中戸遺跡の
⑯ @ 

方形周溝墓SXl4、伊勢地方では松阪市湧早崎遺跡

から出土している。

近年の弥生土器の編年は、全国各地で細分化が試

みられているが、当遺跡の資料も伊勢湾西岸地域に

おける弥生時代中期の好資料となろう。

4. 奈良時代の周溝遺構について

奈良時代の周溝遺構は方形周溝SX5、円形周溝

SX8の2墓を検出した。

奈良時代の周溝遺構については不明な点が多いが、

三重県内の類例としては、金剛坂遺跡辰ノロ地区の
⑱ 

方形周溝状遺構SXl3と、斎宮跡の14基の円形周溝
⑲ 

と3基の方形周溝がある。また時期は少し古くなる

が、川原表古墳群の 7・8号墳は 7世紀の終わりか
R 

ら8世紀の初めとされている。

斎宮跡の17基の周溝遺構のうち 4基から須恵器長

頸壺が出土しており、祭祀に伴う遺物の可能性が大

きいと考えられている。鳥居本遺跡で検出した周溝

遺構の場合は、出土した土器はいずれも破片であり、

祭祀の可能性を示す遺物は確認できなかった。

5. 飛鳥～平安時代の建物について

飛鳥～平安時代と考えられる建物は、竪穴住居4

棟、掘立柱建物17棟を検出した。

①飛鳥時代

この時期の建物は竪穴住居SB6の1棟のみであ

る。他の 3棟の竪穴住居は時期不明であり、今回の

調査では当該期については充分な資料が得られなかっ

t・ ヽ 0

②奈良時代

奈良時代の掘立柱建物は調査区の北東に位置する

-32-

S B83と調査区の南東に位置する SB90の2棟であ

る。 SB83の東側約13mの位置に棟方向を揃えて、

S B81・84・85が位置するが、この 3棟は、出土遺

物からは時期を特定できないが、 SB83と棟方向を

揃えていることから、同時期の可能性が高い。

③平安時代

平安時代の掘立柱建物は調査区の中央に位置する

SB 9・87と南側に位置する SB88の3棟である。

S B88と重複してSB89、さらに南側にはSB91・ 

94が位置しており、これらを含む 4棟は 3X 2間ま

たは 4X 2間の側柱建物であるが、棟方向がN7° 

Wとほほそれに直交するN83-86゚ Eであり、一群

としてとらえることができる。この建物群のさらに

南の、調査区南端に位置する井戸SEllからは平安

時代中期の遺物が出土しているが、付随するもので

あろうか。

S B87は束柱を持つ建物であり、 SB9は南東隅

土坑SK29を伴う総柱建物である。また鉄塔地区で

は、総柱建物と思われる SBl06がみられる。 SB

87とSBl06は棟方向がN24-25゚ Wと揃っている。

こうした束柱をもつ建物や総柱建物は一般に平安時

代後葉以降の特徴とされている。 SB9とSB87の

間にある井戸SElOからは平安時代の遺物が出士し

ていることから、これらの建物に伴うものと推定さ

れる。

④その他

出土遺物からは時期不明で、かつ棟方向や他の建

物との位置関係からも時期の推定が困難な建物には

S B 80・82・86・92・93がある。

調査区の北東に位置する SB80・82の2棟につい

ては棟方向はN40°EとN47°Wで、ほぽ直交して

いることから同時期と考えてよいであろう。

調査区南西端のSB93は南面と東面に廂をもつ建

物であるが、棟方向が揃う建物には奈良時代のSB

90と平安時代のSB9があるが、時期な関連は不明

である。

S B92はSB93の北に隣接しているが、棟方向が

揃う建物には調査区中央東寄りに位置する SB86が

みられるが、同時期と判断する積極的な根拠はない。

S B92・93ともに詳細な時期は不明である。

以上のように掘立柱建物の時期を判断したが、柱



穴埋土からの出土遺物の多くは小片であるため、不

明な点が多く、推定を交えての時期決定となった。

今回の調査範囲だけで全ての建物の時期を決定する
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遺物整坪出 J:遺構・器種 11径 (cm) 遺存度 成形・凋幣技法の特徴等 胎色 調上 備 考
番号番号位罹 器形器凶 (cm) 焼 成

長さ 3. 7 
1 3-0221 SB 1 わ鏃 帳 1.1 完形凸双有茎鏃 ゎ材はサヌカイト

厚さ 0.6 

弥 ロ1胴頸/部部4 外面は口頸部に簾状文、胴部上半は直線文、最黄橙
2 3-01]0 南S東X周l溝 細生頸壷土器 小6.明0 大径部は波状文、卜乎はヘラミガキ。内面は胴やや粗砂粒含 『概報V』(15)

部ド半にハケメ。 良

禽淡苗褐
3 3--0106 南s東x周1溝 弥，亜生土器 不不明明 1頸/部4 外面頸部に簾状文" 前iL 

・ 淡黄橙
4 3-0105 S X 1 弥生土器 不明 胴部 外向は胴部！半に直線文、最大径部付近は波状 やや粗砂粒含

南東周溝 壷 不明 1/6 文、下半はヘラミガキ。胴部内面はハケメ。 並

外面は II頸部に波状文、頚り危ド'j'sは簾状文、 111,1 黄橙
5 3--0111 SX 1 弥細生土器 12.6 1 /2  部 I'!'は直線文、蚊人1和；1い取..近ドは波は状文、 ド面‘r ・ やや粗砂粒含 『概報VJ](17) 

南東周溝 頸壷 53 6 はは111ハ"1部ケメドの・rにちヘヘララケミガズキリ、、ハケ部メ。ナデ.,内 脆弱 胴部下乎に黒斑

6 3-0102 SXl 弥生上器 小明 口縁部小 外面は口縁部r凹線文 淡や黄や粗砂粒含
北東周溝 広口壷 不明 片 ~ 0 、lP

淡苗橙
7 3-0101 北S東X周1溝 弥壷牛七器 不小明明 胴部小片 外面は胴部ハケメのち波状文。 やや粗砂粒含

脆弱

SXl 弥生土器小明 淡苗褐
8 3-0103 北東周溝 壷 不明 胴部小片外面は胴部に条痕？、波状文、ハケメ r 粗砂料含

前

sx 1 弥生土器 不明胴部下部 淡黄
9 3-0100 北東周溝 壷 不明 1/1 外面は胴部卜.ヽrヘフ、、 ガキ。 粗砂粒含

並

SX I 不明 淡如黄橙
10 3-0107 北東周溝弥生土器 小明 胴部下部凋弊不明ぐ 脆m砂弱粒含

'-

S X 1 弥生＋器不明底部 黄橙
11 3―欠番 北東周溝 壷 不明 2/3 内曲ハケメ、外曲ナデ。 粗

良
---- --- --

S X 1 石製品 長さ不明

12 3~0099 北束周溝 磨石 幅 7 8 ,,上/h干, I 厚さ 6.2 

13 3-0104 S X 1 弥生＋器 I c21) 外面はII縁端部に刻H文、胴部LTハケメのち 密淡黄橙
北西周溝 鉢 1 不明 ナデ。内面はナデ。 良

S X I >生上器 7 1 外面部部はおお口よよ縁びび部胴胴に部部沈は上線令'fの面にち沈に棒線ハ状c浮ケ文 （推定6}j向） 。! 胴部 ド半に穿孔 l14 3-0108 南東問溝 ロロ縁 24 ・ 0 ほぼ完形頸 メを施したのち、 か所
・ 頸 『概報 V』(16)

15 3-0109 sx 1 弥生土器 小明 胴部のみ 外面は仝体にハケメを施した後、胴部上半は直 橙泊： 胴の匹部イ下し半1かに焼所成後
南東周溝 壷 不明 線文、下'I'はヘラミガキ。内面下'I'はハケメ。脆CD垢" 『概牙報 V』(14)

外向は口緑部端面に凹線、 !J,j部 le半はハケメ、 橙 IIJ,,J部に焼成後穿孔
16 3-0112 S X 1 弥牛上器 32.8 2/3 り[,]部下半はヘラケズリのちヘフミガキ 最ド部 やや粗砂粒.^  ,, lかI"リi・

南東周溝 甕 46,6 はナプ―’0 内面は全面にハケメ 0 ' 並胴部下半に黒斑 スIi概ス恨,-,ふV』 (18)

; 
血は ll:~ 鳳'I' 端面に波状文、瓢＇ ，1い llloJ部 l'I'は橙 胴部r焼成後穿孔

17 3-0097 SX2 弥生土器 12.6 ほぼ完形 状文と 文を施こし、その Iをハケメでii'I やや相砂粒凰‘‘’‘ 1か所
西問溝 広 Ll壷 29 1 。胴部 はヘラミガキ、），1文卜部は Jデ払J Iヽ 胴部に 斑 『概報 V" （ 1 ， ） 

血は ll縁 に 2段の刺突文、 111"1部にハケメ。 皿 " 

18 3-0082 SX2 弥生十器 11.4 上半部 外面は口緑端部に刻H又、頸部はハケメのちナ 密にぶい黄椅
西周溝 仏口壷 不明 1/2 デ・沈線・円形の連続刺突、胴部 I半はハケメ。 並

橙
19 3-0083 SX2 I 弥生士器 不-明 Ill:: 部のみナデ。 粗砂粒含

西周溝 盈 小明，； 脆弱

20 3-0085 西S尚X溝2 弥壷生 f器 不不明明 胴部小片 ハケメのち波状文、直線文。 粗に前ぶ砂粒い褐含

21 3-0086 SX2 弥牛上器 不明 胴部小片外向は直線文、貼付突帯、突帯卜に刻み、突幣 褐やや粗砂粒含
西周溝 壷 不明 間はナプ。内面はナテ。 並

SX2 壷牛上器 1 不明 ア 灰黄
" """"内周呑 紐杯 I 不明 脚部のみナ T。内血の部'へ,.,ズリ n 塁

SX2 石製品 長さ 87 
23 3-0081 西周溝 叩き石 幅 8 1 完形

厚さ 3.4 

24 3-0090 SX2 弥生土器 不明 口縁部小外面はい縁部端面に凹線文、口緑部ハケメ。内！雙黄褐
南周溝 広口壷 不明 片 面は口緑部ハケメ。 m 柏

25 3-0094 SX2 弥生土器 • 13.6 1 / 2 文、メ脈，こ!施;'祁 I.'f以lot・u'、{頸"" 、 ,ヽ文,11、ド 0) f., 祁又にヽ ヘ竹フ
北周溝 広口壷 34. 7 ミガキ。内血9本"はハメ、 抄、文。 Illヽ,j部ト

外ヶ血 9~太. "緑した部端位血9こ>各喜宜9i 格からijiヽ'.. , J部竹に9ヽI 黄褐
'I-'.,、ケメ（）

外面は II緑部端悴血に刺出9突文、頸ふ・ク部"'からり''[,i]'部にハ 橙
26 3-0096 S X 2 弥生し器 10.4 ほぼ完形 ケメを郷施した起以、胴個nPj_'J'cに胆向砿）文o頸nliliはII 密 『概報 V』(20)

北周溝 広口壷 24.0 緑部部トに'I'に状ハ突ケメ。(3 X 1 }j 、II 部と胴 前

第7-1表 出土遺物観察表
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遺物 幣理 出士遺構・ 器 種 ロ径 (cm)
色 調

遺存度 成形・調整技法の特徴等 胎 I 備 考

番号 番号 位置 器 形 器高 (cm) 焼 成

27 3-0095 
SX2 壷弥生日〗器 9 0 完形 胴頸施(部部9し個がた1.膨）T後、にら、頚直む"線。部緑外に文部。面ヘにはラ斜頸に格部よrかる文沈ら、線胴の、部ち斜に棒格ハ状ケf浮文メ、を文 『 『概報V』(21)
北周溝 32.0 

.. 

外内部ト面I州ははII縁直線邪端文面、胴に波内部プ状最面人文径、縁頸部部ははハケ、メ胴、胴部SX2 弥広生土器 15.6 口頸1/部完
黄褐

28 3-0091 北周溝 ロ壷 ー小明 胴 4 半面はヘラミガキ。 はII 部刺波状突文文、胴部
やや粗砂粒含

はハケメのちナ 。 並

SX2 弥壷生土器 不明 頸卜．部胴部 胴外径部面は頸波部に簾状胴文、胴部上半は直線文、最大 淡塁黄橙
29 3--0092 

北周溝 不明
半ほぼ は 状文、 部下半はヘラミガキ。内面は

完 部にハケメ後ナテ。

弥生上器
外符部F面文平は口緑部部端半面はに線舷波状文、 頸人径部は簾は状波状は文、 竹

脆赤やや褐弱粗色砂粒含SX2 15.0 、/11,J J→ 直 、部文
30 3-0093 北周溝 広「］壷 32.6 

1/2 はヘラミガキ。 文デ下部最はナデ。内面 ぃ紐
に刺突文、胴部はナ 。

31 3-0087 
SX2 甕弥生上器 (17) ロ縁／部 外面は口縁端部に刻目文、胴部はハケ

メ。内面 粗灰砂褐粒含

北周溝 不明 1 10 は胴部にハケメ。 並

SX2 弥甕生土器 (18) ロ縁／部 外面は口縁端部に刻H文、胴部はハケメ。内面
灰褐

32 3-0088 
粗砂粒含

北周溝 小明 1 10 は胴部にハケメ。 並

33 3-0089 
SX2 弥生土器

小明 胴1部/下10部 外面は胴部下半ミカキ。
粗赤褐砂粒含

北周溝 不明 並

弥仏牛 I器 (18) II／ 頸部 外面部は口縁痕部文端面に波状文、 口縁部はハケメ、
赤褐

34 3-0135 SK3 
やや粗砂粒含

ロ壷 不明 1 5 頚は条 。 脆蒻

← -

弥牛土器 (9) 口類／部 外部面は口縁直部線端文面に波状文縁、刺頸部突は簾状文、胴
赤褐 『ニュースNol6）』(!)

35 3-0126 SK3 広口壷 不明 1 2 上半は 。内面は口 文。
やや粗砂粒含 『概報N』(I
良

＇ 外部面I. はTは口直縁緑部端文内面面•波はに状胴波文状部、に文、ドハ平頚ケは部メヘは、ラ直IIケ緑線ズ部文リは、後胴刺、
36 3-0117 SK3 

弥生上器 12.0 
ほぼ完形 『 『ニュースNoJ6』(2)

仏(J壷 32 3 ヘラミガキ。 『概報N』(4)
突文。

弥生七器 翡｝ ロ縁部ほ ロ縁部縁に円孔
凹2個文 X (2または 3方向）。外面 淡赤褐粗

37 3-0132 SK:l は口 部に線 2条、胴部はヘラミガキか。 やや砂粒含 『概報N』(2)
無頸壷 ぼ完 内面は胴部にハケメ。 並

'~ 

38 3-0150 SK3 弥商生杯十器
(20) 杯完部ほぼ 外後面は口縁部に凹内線面文3条、体部はヘラケズリ 橙粗脆砂弱粒含

『概報IV』(3)

不明 ヘラミガキ。 は体部にハケメ。 スス付着

39 3-0129 SK3 弥甕
生！、器 (13) ロ頸／部 外内面面は口縁縁部部端面に刻目文、 口縁部はハケメ。 雷 『ニュースNol6』(3)

不明 1 5 は口 にハケメ。
並

スス付着

弥甕生土器 (12) 口頸／部 外部面は頸部から胴部上半にハケメ。内面は口縁
淡褐 『ニュ—ースNo10』(4)

40 3 0128 SK3 不明 1 3 にハケメ C 塁弱

『概報IV』(5)
スス付着

41 3--0130 SK3 弥甕生J器
06) ロ頸／部 外而面は口縁端部に刻目文。口頸部はハケメ。内

富褐 『二」ースNoよ6』(5)

不明 1 3 は口縁部にハケメ。 並
スス付着

12 3-0119 SK:l 弥甕生士器 16.2 1/2 外内面面は口緑頸部端面に
刻目文、頸胴部はハケメ。 雷 スス付着

不明 はii 部にハケメ、胴部はナテ。 並

弥甕生土器 17 0 外面は口縁部部端面に刻目文、胴部はハケメ。内
明褐

43 3-0197 SK3 23.0 
1/2 面は口縁 にハケメ、胴部はナデ。

密 スス付着
良

3-0198 弥甕生七器 17.8 外面は口縁部部端面に刻目文、胴部はハケメ。内
黄褐

44 3-0199 S
K3 25 5 

ほぼ完形 面は口縁 にハケメ、胴部はナデ。
やや粗砂粒含 スス付着
良

弥甕生土器 20 6 外面は口縁部端曲に刻目文、胴部はハケメ。内
黄褐

45 3--0148 SK3 28.8 ほ
ぼ完形 面はい縁部にハケメ、胴部はナテ。

やや粗砂粒含 スス付着

並

46 3-0127 SK3 弥甕生七器
(16) ロ頸／部 外面は口縁部部端面に刻目文、胴部はハケメ。内， 『ニュースNol6』(6)
不明 1 6 面は口縁 にハケメ、胴部は1デ。

47 3-0125 SK3 弥甕牛土器 雪 1 /2 
外面は口縁部部端面に刻目文、胴部はハケメ。内 褐密砂粒含 『概報付IV』(6) 
面は口縁 にハケメ、胴部はナテ。 並

スス着

弥甕生」器 霜 ロ／頚部 外面は口縁部部端面に刻目文、胴部はハケメ。内
褐

18 3-0131 SK3 1 8 面は口縁にハケメ。
やや粗砂粒含
並

弥広牛上器 (15) 口頸／部 外面は口頸部にハケメのち直線文。内面は口頸
橙

49 3~0078 S K13 ロ壷 不明 1 4 部にハケメ。
やや粗砂粒含
脆弱

＇ 一~-- 弥生上器 (20) 
1上/半2 外向は口縁に部メ

をに阻部施刺端線突面し文た文に、後。刺胴、胴突部頸部文卜部は、平に頸にナ直部ヘデ線。かラ文らミlllal部は令．
にぶい褐

50 3-0075 S Kl3 胴面曲にハケ ・ 格（文内、 密
広口壷 小明 部卜緑乎 ガキ。

頂は 11 並

弥生土器 不明 外沈線侑l線面は全格径面にハケメ形を状施したのち、 頸半部は位横位沈内 灰白

51 

ニ~o,,sI SKSKD U 
頸胴部完 のち 付半f近文と爪 文、胴後部［ は横 密

壷 不明 、 はヘラケズリ ヘラミガキ。
は胴蚊部人 I・ はナデ、 F半はヘラケズリ。 良 胴部下半に黒斑

弥壷生土器 不明
1底/部2 

にぶい褐

52 不明
調整不明。 やや粗砂粒含

脆弱
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遺物 整理 出土遺構・ 器 種 ロ径 (cm) 色 調

番号 番号 位置 器 形 器高 (cm)
遺存度 成形・調整技法の特徴等 胎 士 備 若

焼 成

53 3-0076 S Kl3 弥壷生土器 不明 胴部下部 外面は胴部下部はハケメのちミガキ。内面は胴 橙粗砂粒含
不明 小片 部下部はハケメ後ナデ。

良

弥受生士器 12 0 外面は口縁部凹線文、頸部から胴部にハケメを
灰白

内外面とも表面の54 3-0077 S Kl3 
ロロ縁壷 (40) 1/2 施したのち、頸部に沈線。

やや粗砂粒含
条lj離が著しい

並

弥水生土器 4.6 ほぼ完形 胴外面部は上口半縁は部直に線波文状、文最、大頸径部部はは直波線状文文・、簾胴状部文F、
浅黄橙

『概報V』(22)55 3--0073 S Kl3 やや粗砂粒含差形士器 11.8 把手欠損 半はヘラミガキ。 並黒斑
『ニュースNoZl』

弥広生土器 不明 ロ縁部小
黄橙

56 3-0179 SK13 
ロ壷 不明 片

外面は口縁端面に条痕。 やや粗砂粒含
良

弥広生土器 不明 ロ縁部小 外面は口縁端面に押圧文、 ll縁にはハケメが残
淡灰褐

57 3--0180 S Kl3 相砂粒含
ロ壷 不明 片 る。

並

弥壷生士器 不明 外面は胴部にハケメのち突帯で、突帯間はナデ、
黄橙

58 3-0178 SK13 
不明

胴部小片 突帯!-.はキザミ。 粗砂粒含
良

59 3--0177 S Kl3 弥甕生土器
不明 月伺剖5卜剖5 外面ハケメ。 暗粗褐砂粒含
不明 1 / 4 ;)t 

60 3~0062 SK12 弥壷生土器 不明 底部
外面はハクメ後ナデ。 密亦褐砂粒含

不明 1/2 
並

61 3--0206 SK15 弥生土器
12.4 

ほぼ完形 外面は頸部に条痕文、胴部はヘラミガキか？ 橙粗砂粒含 外向スス付沿広口壷 24.2 
脆弱

弥甕生土器 不明 11縁部小
褐灰

62 3--0064 S K20 
不明 片• 外面に櫛目文。 密砂粒含 外頂iスス付着

良

不明 橙
63 3-0166 SK23 弥生十器

不明
底部のみ 底部穿孔（径06cm) やや粗砂粒含

並

弥甕生土器 (32) 上半 外面は口緑端部に刻目文、胴部はハケメ。内面 灰黄橙粒64 3--0168 S K23 
不明 1 / 4 は口縁部にハケメ、胴部はナデ。 粗砂含 外面スス付沿

並

65 3--0171 S K33 弥無頸生壷土器
(10) 

1 / 4 外面は胴部ヘラミガキ、内面は胴部ナう。 悶不明
良

弥鉢生土器 不明 台部 円孔透かし（数不明）。外面はヘラミガキ、ナ 浅黄粗橙66 3-0169 S K33 
不明 1/6 テ。

やや砂粒含
前黒斑

弥甕生土器 不明 にぶい袴
67 3-0170 SK33 

不明
胴部下部 外面ハケメ、内面ナデ。 密

前

弥壷生土器 不明 黄橙
68 3-0057 S K35 

不明
肩部小片 外面簾状文、内面ナう。 やや粗砂粒含

並

69 3-0056 S K35 弥壷生土器 不明 肩部
外面ハケメ後直線文、内面ナう。 讐

不明 1/3 
並

弥無生上器
ll縁部平に縦穿.f）jL 2個。 ll緑部ヨコナデ。外血は胴

粗淡苫砂粕褐含70 3-0151 SK35 
17.4 

ほぼ完形 部j(,JI・ に 向のヘラミガキ、 IJ[,,J部ド平は横}f
頸壷 17.0 のヘラミガキ。内面は胴部ハケメのち一部に

ナデ。 脆弱

弥裔生土器 (23) 杯、土9部ほぼ 外面は口縁部に凹線文、体部はヘラケズリ後へ
黄橙

71 3--0054 S K35 やや粗砂粒含杯？ 不明 7じ ラミガキ。内面はハケメ、ナデ。
並

72 3--0055 S K35 弥蓋生士器
(20) 

1 / 4 外面はハケメ。内面もハケメ
淡密黄橙

不明
卯

弥甕生土器 (17) 上半部 外面はr1縁端部に刻目文、胴部はハケメ c 内面
賠黄橙

73 3-0058 S K35 
不明 1 / 4 は口縁部ハケメ、胴部ナデ。 密 スス付着

並

74 3-0060 S K35 弥甕生土器 17.2 
1/2 

外面は口縁端部に刻目文、胴部はハケメ。内面 陪~it' 褐
スス付着23.6 は口縁部ハケメ、胴部ナデ。

並

3-0212 弥甕生土器 (16) 上半 外面は口縁端部に刻目文、胴部はハケメ。内面
にぶい褐

75 
b 
S K37 

不明 1/4 は口縁部ハケメ、胴部ナデ。 密 スス付石
並

3--0212 弥甕生土器 (30) 上半 ロ縁部ヨコナデ。外面は胴部上半にヘラミガキ。
灰褐

76 
a 
S K37 

不明 1/3 内面は胴部上半にハケメ。 密 スス付着
良

弥受生ロ土ロ縁器壷
(16) 11縁部 外面は口縁部刺突文・ハケメ。内面は口縁部ハ 橙77 3--0141 S K39 
不明 1/10 ケメ。 やや粗砂粒含

良

弥受生土器 (15) ロ縁部 にぶい橙砂
78 3-0061 SK51 

ロロ縁壷 不明 1/8 
外面は口縁部に凹線2条。 やや粗粒含

並
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遺物 整理 出士遺構・ 器 種 口径 (cm) 色 ， 
番号 番号 位置 器 形 器高 (cm)

遺存度 成形・調整技法の特徴等 誓 備 考
成

79 3--0202 S K34 弥生土器
(16) 

1/2 胴外最ガ面部人キは径、は最口部ナ縁はデド部。波部端状は面文ナに、デ波。下状半内文面は、はヘ胴口フ部縁ケ上部ズ半にリは後刺直突ヘ線文ラ文、ミ、 贋並 胴部に黒斑広口壷 29.1 

弥受生土器 6.4 ロ頸部完 外面上は口緑簾部状に刺突連羽状剌文突、頸部は簾状文、胴 『80 3-0204 S K34 
ロロ緑壷 不明 形上。半胴1/部8 部半は 文・続 文。

弥受生ロ土ロ縁器壷
12.0 外面後面は口、縁胴部部に下2半後条はのナヘ凹デラ線。ケ文ズ、 リ胴後部ヘ上フー半ミ、はガハケ

密淡良黄橙胴部に黒斑81 3--0172 S K34 2/3 メナデ キ。
36.9 内胴部はハケメ

弥高生杯土器 17.0 外内面面はヘラケズリ後ヘラミガキ。
黄橙

82 3--0176 SK34 
不明

杯部完 はヘラミガキ。 やや粗黒砂粒含
良斑

83 3-0205 SK34 弥蓋生士器
14.9 

2/3 円孔デ (2個X 2ヵ所=4個）。外面はハケメ後 麿並 黒斑不明 ナ 。内面ナデ。

弥蓋生土器 20.6 外面は口縁面部に刺デ突文、体部はヘラケズリ後ハ 淡黄橙霊84 3--0174 S K34 6.0 ほぼ完形 ケメ。内はナ。 や良や 砂斑粒含

弥甕生上器 16.4 外縁面は口縁端部に刻目文、胴部ハケメ。内面は
にぶい橙

85 3-0201 S K34 
不明

3/4 
口 部ハケメ、胴部ナテ。

やや粗砂粒含 スス付着
良

86 3--0175 S K34 弥甕生士器
15.0 

1上/半2 
外縁面は口縁端部に刻目文、胴部ハケメ。内面は 淡胃黄橙

スス付着
不明 口 部ハケメ、胴部ナデ。

87 3-0200 S K34 弥甕生土器
24.3 

上半のみ 外縁面は口縁端部に刻部目文、胴部ハケメ。内面は
淡塁黄橙

スス付着
不明 口部ハケメ、胴ナデ。

弥甕生土器 32.4 
下上半半完1/4 

外縁面は口縁端部に刻目文、胴部ハケメ。内面は にぶい橙砂88 3-0173 S K34 不明 口 部ハケメ、胴部ナデ。 やや粗黒 粒含 スス付盾
並斑

89 3--0158 S K42 弥受生ロ土ロ縁器壷
5.8 口頸部の

ロ頸部外面はハケメ後沈線。 塁淡黄橙
不明 み

弥壷生士器 不明 胴1部/上6半
外波状面は胴部下上半に簾状文・剌突文、最大径部は 淡灰粗褐

90 3---0161 S K42 
不明

文、 半はヘラミガキ。内面はハケメのち やや砂粒含
ナデ。 並

弥生上器 (27) 
口庄 外突面文は•波口縁状部文端。面に波状文。内面は口縁部に剌

橙
91 3--0069 S K42 

広口壷 不明 1 9 やや粗
並

92 3-0164 SK42 弥壷生土器
不明

1胴/部4 外面は胴部ハケメ、上半部に沈線。
塁淡黄褐

不明

弥壷生士器 不明
1 底/部4 

にぶい赤砂粒褐
93 3-0070 S K42 

不明
内面ハケメ、外面ヘラミガキ。 やや粗 含

並

弥受生ロ土ロ縁器壷
11.8 ロ縁部～ 胴外面は半口縁は部ハに凹線文、ナ頸デ部、はハケメのちナテ、 黄橙

94 3-0163 SK42 
不明 胴4部/5 

部上 ケメのち 胴部下半はヘラミ やや粗 スス付着
ガキ。内面は胴部にハケメ。 並

弥鉢生七器 不明
2 呼3 

淡赤褐粗
95 3-0155 S K42 

不明
円孔透かし。外面はハケメ後ヘラミガキ。 やや砂粒含

良

弥鉢生土器 41.2 上／半部 外面は口縁部に刺突文、体部はハケメ。内面は
黄橙

96 3-0154 S K42 
不明 1 4 ハケメのちナデ。

塁

弥蓋生土器 14.8 淡黄褐粗
97 3---0162 S K42 1/3 ロ縁部ヨコナデ。体部は内外面ともハケメ。 やや砂粒含5.6 

並

98 3---0068 S K42 弥蓋生土器
14.8 

2/3 ロ縁部ヨコナデ。体部は内外面ともハケメ。 褐密脆砂粒含5.0 弱

弥甕生士器 (17) ロ頸／部 外面は口縁端部に刻目文、頸部はハケメ。内面
にぶい橙

99 3-0071 SK42 
不明 1 4 は頸部ハケメ。 贔 スス付着

弥甕生士器 13.8 外面は口縁端部に刻目文、胴部はハケメ。内面 淡黄橙粗
100 3--0156 S K42 

不明
上半のみ

は口縁部にハケメ、胴部はナテ。 やや砂粒含 スス付着
並

弥甕生土器 不明 胴4部/下5部
灰褐

101 3-0157 S K42 
不明

外面は胴部にハケメ。内面は胴部ナテ。
塁

スス付着

102 3-0152 S K42 弥甕生土器
14.8 

1/2 外面は口縁端部に刻胴目文部、胴部はハケメ。内面， スス付着
不明 は口縁部にハケメ、 はナデ。

弥甕生十器 (19) 口り部 外面は口縁端部に刻目文、頸部はハケメ。内面
にぶい黄橙

103 3-0066 S K42 
不明 1 9 は口縁部にハケメ。 喜弱

104 3--0072 S K42 弥甕生土器 霜 ロ／頸部 外面は口縁端部に刻目文、胴部はハケメ。内面 浅塁黄橙 スス付着1 3 は口縁部にハケメ。

第7-4表 出土遺物観察表

-37-



遺物 整理 出土遺構・ 器 種 ロ径 (cm)
遺存度 成形・調整技法の特徴等 篇焼 ~ 備 考

番号 番号 位置 器 形 器高 (cm) 成

弥甕生土器 不明 暗褐
105 3--0153 S K42 

不明
胴部下半 外面は胴部下半にヘラミガキ。内面はハケメ。 やや粗砂粒含 スス付着

並

石器 長集さ2.0以上 先損端部欠106 3--0159 S K42 
石鏃

1.5 凹甚無茎鏃 石材はチャート
0.3 

107 3-0210 SK62 弥壷生土器 不明
胴頸部部か上半ら 外面文は頸内面部に簾胴状部文、胴部上半は直線文・斜格 『不明 子。 は にハケメ。

弥甕生土器 (17) 
2l:./半3 

外面は口縁端部に刻目文、胴部はハケメ。内面
にぶい褐

108 3--0211 SK62 
不明 は口縁部にハケメ、胴部はナデ。

胃
スス付着

109 3--0192 S K66 弥甕生土器
(18) 

1上/半2 
外は面は口縁端部に刻目文、胴部はハケメ。内面 赤粗黒砂粒含 スス付着

不明 ロ縁部にハケメ、胴部はナデ。
並

弥甕生土器 23.6 
2上/半3 

外胴面は口縁端部に刻目文、胴部はハケメ。内面
にぶい橙

110 3--0207 SK67 やや粗砂粒含 スス付着
不明 は部ナデ。

並

弥広生土器 (15) 
頸ロ縁部部1/～10 外頸面部は頸部に直残線存文。。内面は口縁部に瘤状突起、

にぶい黄含橙
111 3--0183 SK68 脆粗砂粒ロ壷 不明 にハケメ

弱

弥広生土器 (19) 
ロ1/頸8部

浅黄橙粗
112 3---0182 S K68 ロ亜ギ 不明

外面は頸部にハケメのち条痕文。 やや砂粒含
脆弱

弥壷生土器 不明
にぶい黄橙

113 3-0186 SK68 
不明

胴部小片 外面胴部に条痕文、貼付突帯のち刻目文。 粗並砂粒含

弥壷生土器 不明 l靡/部2 外面デ胴部はハケメのちヘラミガキ。内面は上半 にぶい黄橙粒114 3--0181 SK68 やや粗砂含
不明 ナ 、下半ハケメ。

良

弥壷生土器 不明 胴1部/下2部
にぶい黄砂橙粒

115 3--0188 S K68 外面ヘラケズリ。内面ハケメ。 やや粗 含不明
良

弥壷生土器 不明 胴1部/下2部
にぶい黄含橙

116 3--0187 SK68 
不明

外面ヘラミガキ、ヘラケズリ。内面不明。 粗砂粒
並

117 3---0184 S K68 弥甕生土器
(20) 口9部 ロ縁部は内外面ともハケメ。 橙粗砂粒含
不明 1 5 

並

弥甕生土器 (23) 口り部 外面は口縁残端存部に刻目文、胴部はハケメ。内面
橙

118 3--0185 SK68 やや粗砂粒含 スス付着
不明 1 12 にハケメ 。

並

弥生土器 (30) ロ縁／部
にぶい極

119 3--0144 SK73 
広口壷 不明 1 7 ロ縁部内外面条痕文。 やや粗砂粒含

良

弥壷生土器 不明 胴1部/下6半
にぶい黄砂靡粒

120 3--0145 SK73 調整不明。 やや粗 含
不明

並

弥甕生士器 (21) 口9部 外面は口縁端条痕部に刻目文、胴部は条痕文。内面 にぶい黄含橙121 3--0143 SK73 
不明 1 8 は口縁部に 文、胴部はナデ。 粗並砂粒

122 
3--0208 S K75 弥甕生土器 閤 1/2 外縁面は口縁端部に刻目文、胴部ハケメ。内面は 褐租並灰砂粒含a ロ 部ハケメ、胴部ナデ。

3--0208 弥甕生土器 (30) 
3上/半4 

外面部は口縁端部に刻目文縁、7ヵ所つまみあげ、 にぶい黄橙
123 b S K75 不明

胴 はハケメ。内面は口 部にハケメ、胴部は 粗砂粒含
ナデ。 良

124 3-0194 S Kl04 弥壷生土器 不明
胴か部ら底下部部 外面ヘラミガキ、内面ハケメ残存。 黒粗並褐砂粒含

b 不明

125 3--0196 S Kl04 弥壷生士器 不明 胴部下部
調整不明。 赤粗良褐砂粒含

不明 から底部

126 3-0195 S Kl04 弥甕生土器
(23) 

1 上/半4 
外部面は胴部ハケメ。内面は口縁部にハケメ、胴 赤粗良褐砂粒含 スス付着

不明 はナデ。

127 3--0194 S Kl04 弥甕生土器
29.4 

1/4 外面は胴部にハケメ。内面はナデ。
暗胃黄褐

スス付着
a 不明

弥生土器 (22) 
ロ亨 外文面は口縁部に条痕文、頸部はハケメのち条痕

淡灰褐粗
128 3-0045 遺物包含層 やや砂粒含

広口壷 不明 1 2 。内面はナデ。
並

S D98 弥生土器 (27) 
？/縁1部6 

にぶい黄砂橙粒
129 3--0116 

（混入） 広口壷 不明
外面は口縁部に直線文・条痕文。 やや粗 含

良

S D98 弥生士器 不明
l頸/部4 管外面は頸部横にハケメをナテ文消したのち、半裁竹

にぶい黄橙
130 3---0115 

（混入） 壷 不明 による 線2条、斜格子 、剌突文。 塁
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遺物 整理 出土遺構・ 器 種 ロ径 (cm) 喜 調

番号 番号 位置 器 形 器高 (cm)
遺存度 成形・調整技法の特徴等 ± 備 考

焼 成

弥壷生土器 不明
1胴/部3 部外面は胴部直線全文面にヘラミガキを施したのち、胴

褐灰
131 3~167 不明

不明 上半に 。内面はナデ。
やや粗砂粒含
良

E29 弥壷生土器 10.6 にぶい黄橙
132 3--0213 Pit 3 不明

上半のみ 調整不明。 やや粗
並

133 3--0022 B36 弥鉢生土器 (24) 上／半部 ロ縁部ヨコナデ。外体面は口縁端部に刻目文、体 雷
遺物包含層 不明 1 8 部はハケメ。内面は 部にナデ。

並

B24 弥甕生土器 (14) 
ロ1頸/部4 外面は口縁端内部に刻胴目文、胴デ部はハケメのちへ

にぶ粗い橙砂
134 3--0013 

遺物包含層 不明 ラケズリ。 面は部にナ。
やや 粒含
並

C41 
弥甕生土器 (24) 

］縁/4部
外面は口縁部端部に刻目文、胴部はハケメ。内面 粗並にぶ砂粒い橙含135 3-0114 溝遺（•構その他 スス付着

の）
不明 は口縁端に刻目文。

136 3--0209 
I 41 弥甕生士器 霜 1上/半3 

外面は口縁端部に刻胴目文、胴部はハケメ。内面 灰粗黄砂粒含 スス付着
遺物包含層 は口縁部にハケメ、 部はナデ。

並

137 3--0032 
C33 弥壷生土器 不明 ロ縁部小

外面は口縁端部に沈線。肉面は口縁部に凹線文。 粗淡並橙砂粒含
遺物包含層 不明 片

哀18 弥壷生土器 不明 ロ縁部小 縁外面部は口縁端部に貝骰円による斜管文文・凹線文、 ロ
褐灰

138 3-0005 
物包含層 不明 片 はナテ。内面は形の竹 。

やや粗砂粒含
並

139 3--0001 I 37 弥壷生土器 不明 ロ縁部小
ロ縁部ヨコナデ。外面は条痕文。 橙粗並砂粒含

遺物包含層 不明 片

B37 不明 ロ縁部小
黄橙

140 3--0014 
遺物包含層

弥生土器
不明 片

外面は口縁部にハケメ。内面は波状文。 やや粗砂粒含
並

D32 不明 ロ縁部小
にぶい橙

141 3-0048 
遺物包含層

弥生土器
不明 片

外面は口縁部にハケメのち沈線。内面はハケメ。 やや粗砂粒含
並

142 3--0034 
F42 弥壷生土器 不明

頸部小片 外面は頸部に直線文、竹管文、簾状文。 橙粗並砂粒含遺物包含層 不明

SX8 弥壷生土器 不明 橙
143 3-0133 

（混入） 不明
胴部小片 外面流水文。 やや粗砂粒含

並

144 3--0117 表面採集 弥生土器
不明

胴部小片 外面は胴部にハケメのち斜格子文、直線文。 『不明

弥鉢生土器 不明 ロ縁部小 外面は簾状文、波状文、ヘラミガキ。内面はナ 嘉浅黄橙145 3--0052 衷面採集
不明 片 フ一--＂, 弱黒斑

弥土製生土円器盤
径 3.6

! 146 3--0214 SK42 -4.2 完形 弥生土器片を加工。
厘さ 0.7 

S E105 石器 長さ 8.3 
147 3-0219 

（混入） スクレーパー
悶さ
5.5 完形 石材はサヌカイト
0.9 

E42 
信塁

長10.0以上
148 3-0222 

遺物包含層
悶
4.8 欠損 材質は玄武岩か
3.6 

SX2 土師型器 9.0 ロ縁部ヨコナテ。外面は胴部ナテ。内面は胴部
褐

149 3-0084 
北周溝 小丸底壷 9.1 ほぼ完形 ハケメのちナデ。 やや粗砂粒含

並

SX5 須蓋恵器 (14) 灰
150 3-0889 

北周溝 1. 7 1/2 
外面はロクロケズリ。内面はロクロナデ。 やや粗砂粒含

並

151 3--0890 sxs 陶灰器釉皿
不明

1底/部4 貼付高台。外面はロクロケズリ。内面に施釉。 〗白
東周溝 不明

152 3-0852 SB6 土師器 14.9 
ほぼ完形 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナデ。 〗弱 『ニュースNol6』(10)

椀 4.8 

153 3--0848 SB6 土師器 (18) 
1体/部6 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナデ。 麿杯 3.1 

良

154 3---0851 SB6 土師器 (17) 
1/2 

ロ縁部ヨコナデ。外面は底部指押さえ、未調整。 『 『ニュースNol6』(9)
皿 2.4 内面ナデ。

155 3--0850 SB6 土師器 15.6 
2/3 

ロ縁部ヨコナテ。外面は底部ヘラケズリ。内面， 『ニュースNol6屈8)
皿 2.8 ナデ。

土高師杯器
(21) 

1 杯/部4 
橙

156 3-0849 SB6 
不明

ロ縁部ヨコナデ。外面は杯部ハケメ。内面ナテ。 やや粗砂粒含
並

第 7-6表 出土遺物観察表

-39-



遺物 整理 出土遺構・ 器 種 口径 (cm) 畠 調
遺存度 成形・調整技法の特徴等 士 備 考

番号 番号 位置 器 形 器高 (cm) 焼 成

157 3--0853 SB6 
土師器 23 

上半のみ 長内胴甕は胴。口縁上部ヨコナデ。外下半面は胴部ハケメ。 浅胃黄橙 スス付着甕 不明 面 部半にハケメ、 はナテ。

158 3--0898 
S B77 土師器 (12) 

1/2 ロ縁は部ヨコナテ。外面は胴部・底部ハケメ。内 贋カマド 甕 不明 面胴部・底部ヘラケズリ。
良

S B88 土師器 (18) にぶい黄褐
159 3--0874 上半 ロ縁部ヨコナデ。外面は胴部ハケメ。内面ナデ。 やや粗 スス付着(F36 P3) 甕 不明

並

SB90 土師器 (13) ロ縁面部ヨコナデ。外面は底部指押さえ、未調整。
橙

160 3--0896 1 / 4 やや粗(N38 Pl) 杯 3.1 内ナデ。
良

161 3--0891 
S B90 土師器 (15) 

1/3 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナテ。 『(N38 Pl) 杯 3.4 

S B90 土師器 (18) にぶい橙
162 3--0870 (N38 Pl) 皿 2.0 1 /10 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナデ。

塁

163 3--0872 
S B90 土師器 (17) 

1/4 ロ縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナデ。 開(N38 Pl) 皿 1. 9 
良

土師器 (15) 
1上/半8 

ロ縁部ヨコナデ。外面は胴部ハケメ。内面は胴
にぶい黄橙

164 3--0888 SE7 
甕 不明 部ナデ。 ． 

胃
スス付着

土師器 (13) にぶい橙
165 3--0839 S ElO 1/6 ロ縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナデ。 やや粗杯 3.0 

良

土師器 (15) 橙
166 3-0837 S ElO 1 /12 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナデ。 やや粗杯 2.5 

並

瓦 贋長さ不明 一枚造ぎり。側凹面糸切り痕・布目痕• 残面取存、端凸面
淡粗砂黄粒含167 3--0836 SElO 

平瓦
不明 小片 縄叩 痕、 面ヘラケズリ・布目痕 、 面
さ 2.4 ヘラケズリ。 並

士師器 (15) 
1 体/部12 

にふい橙
168 3--0840 SEll 

杯 3.8 ロ縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナテ。 やや粗
並

土師器 14.0 ロ縁部ヨコナテ。外面は指押さえ、未調整。内 浅黄橙粗169 3--0843 SEll 4/5 やや杯 3.1 面ナデ。
並

土師器 14.2 ロ縁部ヨコナテ。外面は指押さえ、未調整。内 浅黄橙粗170 3--0842 S Ell 3/5 やや杯 3.0 面ナデ。
並

灰陶器釉椀
(13) 貼付高台内。外釉面下半ロクロケズリ、上半ロクロ

灰白
171 3--0841 S Ell 1 /12 やや粗4.1 ナデ。 面に 。

良

172 3--0886 S£105 
土師器 (14) 

1/3 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナテ。
赤良褐色

『概面報N』付(1)着
杯 2.8 

並
内にスス

褐色 胴部「外面にヘ '7,記

173 3-0887 S E105 
土師器 15.9 

完形 ロ縁部ヨコナデ。胴外部面は胴部ハケメ、底部ヘラ やや粗砂粒含 砂 X」祈
甕 13.7 ケズリ。内面は ハケメ、底部ヘラケズリ。 スス付報並 『概 w』(2)

情品 残径長 4.1 
悶質やや粗174 3--0899 S ElOS 1.0 完形

孔径 0.3 並

土師器 不明
にふい褐

175 3--0884 S F69 下半完形 てずくね。外面底部ナデ。 やや粗砂粒含ミニチュア 不明
良

土師器 (13) 粘土つ調なぎ痕。内口縁部ヨコナデ。外面は指押さ
橙

176 3--0882 S F69 
杯 4.1 1/6 

え、未整。 面ナデ。
密
並

177 3--0881 S F69 
土師器 (21) 

1/5 ロ縁暗部文ヨコナデ。外面は底部ヘラケズリ。内面 開皿 2.5 に。
良

土師器 (21) にロ縁暗文部。ヨコナデ。外面は底部ヘラケズリ。内面
にぶい赤褐

178 3-0883 S F69 皿 2.4 1 /10 
塁

土師器 (23) 上半ほぼ 長内胴甕は。口縁上部ヨコナデ。下外半面は胴部ハケメ。
にぶい橙

179 3-0885 S F69 やや粗
甕 不明 完 面胴部半ハケメ、 ヘラケズリ。

並

土師器 (17) ロ縁部ヨコナデ。面外面暗は体部ヘラミガキ、底部
橙

180 3--0845 SK31 ほぼ完形 やや粗砂粒含皿 2.5 ヘラケズリ。内に文。
並

181 3--0847 S K31 土甕師器 (24) 
上半小片

ロ縁部ヨコナデ。外面は胴部ハケメ。内面は胴I スス付着
不明 部ハケメ。

須杯恵器 (12) 灰白
182 3--0844 SK31 1/2 貼付高台。体部ロクロナデ。 やや粗砂粒含3.9 

脆弱
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遺物 幣理 出土遺構・ 器 種 ロ径 (cm) 色 調

番号 番号 位置 器 形 器高 (cm)
遺存度 成形・調整技法の特徴等 塁 土 備 考

成

須恵器 不明
灰

183 3-0846 S K31 
壷 不明

底部完形 貼付高台。体部ロクロナデ。 やや粗砂粒含
良

土師器 (16) 口り部 ロ縁部ヨコナテ。外面は体部ヘラミガキ。内面
橙

184 3--0833 S K32 やや粗
杯 4.2 1 3 はナデ。

良

185 3-0832 S K32 
士師器 (17) 

1/8 
ロ縁部ヨコナデ。外面は底部指押さえ、未調整。 讐

皿 2 4 内面ナテ。
良

L師器 (19) 体部
淡橙

186 3-0835 S K32 
皿 2.0 1/8 

ロ縁部ヨコナテ。外面底部の調整は不明。 やや粗
並

土帥器 (17) 
1上/半5 

ロ縁部ヨコナデ。外面は胴部ハケメ。内面はナ
赤褐

187 3-0876 S K64 
甕 不明 プ-—ぃo やや粗

良

188 3--0808 
G36 上師器 (12) 

1/3 
ロ緑部ヨコナデ。外面は底部指押さえ。内面ナ 富褐

遺物包含I習 椀 2.6 ァ。
良

189 3-0807 G36 
土師器 12 7 

完形 ロ縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナデ。 淡砂愚和含遺物包含層 椀 3.5 
並

G36 !・ 師器 (13) ロ縁部ヨコナデ。外面は底部指押さえ、ヘラケ
明褐

190 3--0897 
遺物包含層 椀 3. 7 1 / 4 ズリ。内面ナテ。

やや粗砂粒含
良

191 3-0868 
E38 土師器 17 5 

ほぼ完形 II縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナテ。
浅密黄橙

Pit6 椀 5.3 
良

G40 土師器 (12) 橙
192 3-0877 

遣物包含層 杯 3.1 1/1 ロ縁部ヨコナデ。外面は底部ヘラケズリ。 やや粗砂粒含
良

193 3-0817 E38 t師器 (13) 
1/3 

日縁部ヨコナデ。外面は底部指押さえ、未調整。 橙粗砂粒含
遺物包含層 杯 3.3 内面ナテ。

良

遺試掘物包含層
土師器 (13) 赤褐

194 3-0867 
杯 3.2 2/3 11縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナテ。 やや粗

良

195 3-0806 
F36 士師器 (14) 

1/2 ロ縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナテ。 砂淡褐粒含遺物包含層 杯 2.9 
良

遺試物掘包含層
土師器 (15) 淡橙

196 3-0865 
杯 3. 7 1/3 "l縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナテ。 やや粗

良

G40 土師器 (13) 粘土つなぎ痕。口縁部ヨコナデ。外面は底部未
橙

底部外面にヘラ記197 3--0878 
遺物包含層 杯 3.2 1/3 

調整。内面ナテ。
やや粗砂粒含

号「 X」
並

試遺掘物包含層
土師器 (13) にぶい黄橙粒 底部外面に墨書198 3-0895 1/3 ロ縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナテ。 やや粗砂含杯 3.6 

良黒斑
「会」または「令」

K38 j師器 (14) 淡赤褐 「底イ,部j人外」面まにた墨は肉「/≪J
199 3-0892 1/3 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナデ。 砂粒含Pill 杯 3.6 

良黒斑
人」または［宵」ま
たは「厨J

I 20 土師器 (16) にぶい橙
200 3~0816 

遺物包含層 杯 3.0 1 / 4 n縁部ヨコナデ。外面は底部未調整。内面ナデ。 密
並

201 3-0818 D27 土師器 (16) 
1/4 

ロ縁部ヨコナデ。外面Iむ底部ヘラケズリ。内面 開
I 遺物包含層 杯 3.3 暗文（体部斜行陪文、底部螺旋暗文）。

並

202 3-0824 £38 土師器 (18) 
1/4 

ロ縁部ヨコナテ。外面は底部ヘラケズリ。内面 盟
遺物包含層 皿 2.0 ナデ。

良

E30 上師器 (16) にぶい黄橙
203 3--0814 

遺物包含層 皿 2.0 1/8 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナテ。 やや粗
良

E 3 4 士師器 (17) 浅黄橙粗
204 3--0819 

遺物包含層 皿 2 0 
1/4 ロ縁部ヨコナテ。外面は底部未調整。内面ナデ。 やや

良

H24 
上師器 6.2 にぶい黄橙

205 3-0809 
遺物包含層

ロクロ製
1.5 ほぼ完形 体部ロクロナデ。外面底部糸切り痕。 やや粗

小皿 良

上物師器 18.1 
ロ縁部ヨコナデ。外面は胴部上半ヘラミガキ、 橙

206 3-0822 J 26 遺甕 包含層 8.7 2/3 下半ヘラケズリ、底部ヘラミガキ。内面は胴部 密
上半ハケメ、下半ナテ。 良

F33 七師器 (17) 上半 ロ縁部ヨコナテ。外面は胴部ハケメ。内面は胴 にぶい黄橙粒207 3-0831 
遺物包含層 甕 不明 1/3 部ハケメ。 やや粗砂含

並

F33 土師器 (14) ロ縁部ヨコナテ。外面は胴部上半ハケメ、下半
褐

208 3-0866 
遺物包含層 甕 10.6 1/2 ～底部ヘラケズリ。内面は胴部ナデ。 やや粗 スス付着

並

第 7-8表 出土遺物観察表
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遺物 整理 出土遺構・ 器 種 ロ径 (cm) 色 ~ 遺存度 成形・調整技法の特徴等
塁番号 番号 位置 器 形 器高 (cm) 成

K25 士師器 ｛誓
ロ緑底部ヨコナテ。外面内は胴部 K半ハケメ、下半 暗赤褐粗

209 3---0875 
遺物包含層 甕

1 / 4 ～ 部底ヘラケズリ。 面は胴部上半ハケメ、下 やや
半～ 部ヘラケズリ。 並

G34 土師器 (24) 
1上/半5 

長内胴甕は胴。口縁部ヨコナデ。外面は胴部ハクメ。 浅黄橙粗210 3-0829 
遺物包含層 甕 不明 面 部ナデ。

やや砂粒含
良

211 3-0821 G29 
土師器 (21) u／ 頸部 [J縁部部ヨコナデ。外面は胴部指押さえ。内面は 粗浅並黄砂橙粒含

遺物包含層 甕 1 2 胴上半ハケメ。

B32 須恵器 14 6 つまみ付き。内面にかえり。ロクロナデ。天井
明オリープ灰

212 3--0826 
遺物包含層 蓋 2.5 2/3 

部はロクロケズリ。内面に一方向ナデ。 やや粗砂粒釉含
良自然

G37 杯須恵器 (11) 体方部向ロクロナテ、底部ヘラキリ未調整。内面一
灰白

213 3-0825 
遺物包含層 3.4 1/3 

ナデ。
やや粗砂粒含
苅

F37 須杯恵器 (11) 体方部ロクロナデ、底部ヘラキリ未調整。内面一
淡灰

214 3--0805 1/2 やや粗
遺物包含層 3.4 向ナデ。

並

I 35 
陶灰釉器椀

不明
1下/半3 

灰白
215 3--0811 

遺物包含層 不明
貼付高台。ロクロナデ。内面施釉（刷t塗り）。 やや粗

良

硯
不明

1上/面8 
灰白

216 3-0900 SDlOO 円恵面硯 不明
密

須質 並

陶山器茶椀
不明

灰黄
217 3--0858 S D96 

不明
底部のみ 貼付高台。ロクロナデ。底部糸きり痕。籾殻痕。 粗

並

陶山器茶椀
不明

灰白
218 3-0857 S D99 

不明
底部のみ 貼付高台。ロクロナデ。底部糸きり痕。籾殻痕。

粗並砂粒自然含釉

陶山器茶椀
不明

1底/部4 
灰黄

219 3-0859 S D99 
不明

貼付高台。ロクロナデ。籾殻痕。 粗卯砂粒含

F27 陶器 8.2 灰白
220 3--0810 

遺物包含層 皿 2.0 1/2 ロクロナデ。底部糸切り痕。 良
良

221 3-0856 S D98 塁器
(35) 

口亨 ナデ。 橙粗並砂粒含
不明 1 8 

陶器 (12) 口印部
灰白

222 3-0861 S D98 
天目茶碗 不明 1 12 

ロクロナデ、鉄釉。 密
良

瓦軒丸瓦
瓦内区当径径厘((186) ) 瓦／当部 内区巴文裏、外区内縁珠文（推定16個）、外縁素

灰内
223 3-0854 SD97 贔号瓦当 2 3 

1 4 文。瓦当面ナデ。

五石製輪塔輪品
空高さ 16 

224 3--0855 S D99 輪輪部径径10 完形
空風 風部 11

F42 砥石製石品
長さ 8以上

225 3---0217 
遺物包含層 胃さ

5 7 欠損
0.6 

試掘 石製品
長さ 9.5 

226 3-0216 A-3 砥石
贋さ
3.8 完形
2.0 

F35 石製品 e: 16 
227 3-0215 

遺物包含層 砥石
13 欠損
5 

石石槍製品
長悶ささ5.7以上

228 3-0220 SK59 2.7 小片 石材はサヌカイト
1.0 

第7-9表 出土遺物観察表

＊既に公表している遺物については、備考瀾にその文献名と遺物番号を記した。なお文献名は下記のとおり略記した。

『きんき道調査ニュースNol6』 （三重県教育委員会・ 1988)→ 『ニュースNol6』

『きんき道調査ニュースNo21』 （三重県教育委員会・ 1988)→ 『二上ースNo21』

『近畿自動車道（久居～勢和間）埋蔵文化財発掘調査概報N』 （三重県教育委員会・ 1988) • 『概報N』

『近畿自動車遺（久居～勢和間）埋蔵文化財発掘調査概報V』 (=: 重県教育委員会・ 1989) → 『概報V』
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（付編）

鳥居本遺跡発掘調在にともなう士壌分析調杏（カルシ

ウム， リン）の結果について

鳥居本遺跡では弥生時代の方形周溝墓や土坑墓の

可能性をもつ土坑が発見されている。これらの遺構

において遣体埋葬の有無を化学的な方法で検討する

ため、土壌中のリンとカルシウムの分析を行った。

分析結果から試料（土壌）中に、人骨等が含有さ

れているかどうかを判断するためには、 Ca(カル

シウム）と p (リン）の分析値だけでは不十分であ

る。すなわち、この遺跡元来の土壌のCaとPの自

然賦存量を求める必要がある。

今回、 20点の基準土を採取しCaとPを分析した

結果、 Caは105-455ppm(平均値2llppm、標準偏

差値98ppm)、Pは192-450ppm(273土67ppm)の

範囲であった。基準土の値をそれぞれの試料の近傍

から採取し、自然賦存量として用いる方法もあるが、

バラッキが大きく問題がある。むしろ遺跡全体を通

じて一つの自然賦存量の値を用いた方が、適正では

ないかと考えられた。

そこで、この遺跡の自然賦存醤として、基準土の

平均値に標準偏差値の 2倍の値を加えた値を用いる

ことにした。この値は統計学的には全体の95%に相

当し、ほぼ妥当ではないかと考えられる。

すなわち、 Caは211+ (98 X 2) =407ppm、 P

は273+(67X 2) =407ppmとなり、偶然ではある

が両元素とも407ppmになり、この値を本遺跡の自

然賦存量にした試料の分析値から自然賦存量の値を

差し引いた数値が正の値の試料については、人骨等

が含有されているものと判断した。

この結果、分析した試料43点のうちこの要件に該

当したもの、すなわちCa、 Pとも濃度の高く人骨

等の含有されている可能性のある試料は28点であっ

-55--

三重県農業技術センター

広瀬和久• 原 正之

た。またPのみ濃度が高く判然としない試料は13点、

両元素とも濃度が低く人骨等の含有が認められない

試料は 2点であった。

なおP濃度は高いがCa濃度が低い試料について

は、人骨等の含有は判然としない。しかし一般的に

はCaはPより雨水等により土壌から溶出されやす

く、今回のようにCaは溶出されて Pのみが残留す

ることも有り得る。又、 Pは肥料として土壌に施用

されることもあり、 P濃度が高いことのみで、人骨

等が含有されているものと判断することは危険であ

り、全体からみて総合的に判断することが望ましい。

今同の13点の試料についても分析値だけでは判断

できないが、 P濃度がある程度高く、肥料等を施用

した形跡がなく、雨水等によりCaが溶出されやす

い地点については、人骨等が含有されている可能性

が高いものと考えられる。

（参考）

人骨中のカルシウムとリン濃度（数値は新鮮組

織に対する％）

l カルシウム 25.6% 

2 リン 12.3% 

3 窒素 4.4% 

4 炭酸塩 4.0% 

5 その他

（「化学大辞典」共立出版 より）



（単位：風乾土当りのppm)

試 料 名
分 析 値 分析値ー自然賦存量 基準土 分 析 値

No. Ca p
 

Ca p
 

No. Ca p
 SXl 

，，， 

北東周溝埋土

ク 出土土器5
1

5

 

2
 

317 

236 

425 

739 

18 

332 

ー 147 244 

ヶ

ク

ク

ク

ク

南東周溝埋上

ク 出土土器15
,,. ,,. 14 

'l'l  

ヶク 16 

2

6

7

8

9

 

2

2

2

2

 

287 

205 

179 

190 
330 

717 

730 

686 
692 
829 

310 

323 

279 
285 

422 

2
 
259 282 

SX2 3
 
236 755 348 3

 

200 242 

ヶ
~
ヶ

西周溝埋土

北周溝出上土器30
// ,, 27 
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（注）自然賦存量： Ca, Pとも407ppmとした。
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調査区全景
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P L 4 

SX1南東周溝土器 (15・14)出土状況（北西から）
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PL 5 

SX2北周溝土器出土状況（西から）

SX2北周溝土器出土状況（北から）
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S K34土器出土状況（北東から）
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SB 6 (西から）

S B78 (南から）
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SE 10 (西から）
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S X 8 (東から）
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出土遺物 (1: 3) 
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